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  地域社会を背景とし、環境にも配慮した、安全で良質な医療への、いきいきとした挑戦
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  1.　質の高い愛のある誠実な医療・保健・福祉事業の推進による社会への貢献
  2.　人と人との信頼の創造と、患者・医療者間の権利・義務の遵守
  3.　現場からの持続的研究（RESEARCH）にもとづいた医療（CARE・CURE）の実践

冬の皆神山（屋上ヘリポートより）

を行っています/リハビリテーション部職員の論
文が最優秀論文賞に選ばれました/面会制限）
トピックス（第27回病院祭・医療展開催、中庭
花壇植え替え、JAグリーン長野様よりりんご
寄贈、附属若穂病院第15回健康まつり開催）
旬を味わう「ほうれん草」
長野松代総合病院職員の講演・学会発表一覧
まちのお医者さんを紹介します 
外来診療案内（若穂、ちくま診療所、 JAビル診療所）
外来診療案内（松代）
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毎年人間ドックを受けましょう　精密検査も
忘れずに　ー健診を活かして健康長寿にー
認知症を防ぐにはどうすればいい？
漢方薬で癒すこころとカラダ⑱
知っておきたい診療技術「忘れないで　ワク
チンの効果」
すぐに役立つ医療の知識　シリーズ たばこ
の有害性④「たばこと皮膚障害」
健康ガイド「冬の歩き方のコツを理解して転倒を予防しよう」
おしらせ掲示板（歯科口腔外科で日帰り入院手術

URL https://www.nagano-matsushiro.or.jp

外来診療案内外来診療案内 （2025年1月1日現在）
■全科予約診療を行っています■
■急患の場合はいつでも対応します■

総 合 診 療

専門的な治療診 療 科

呼 吸 器

消 化 器

循 環 器

神 経

糖 尿 病 代 謝

肺がんセンター(外科系)

ダ イ エ ット

心療内科・精神科

脳神経外科
心臓血管外科

皮膚科・アレルギー科

耳鼻咽喉科
放 射 線 科
麻 酔 科

一 般

思春期漢方外来

脊椎・脊髄疾患

上肢（肩・肘・手指）疾患

スポーツ障害

外傷・一般整形

形 成

美 容

月 火 水 木 金 土

顎機能再建・
インプラント
センター

ペインクリニック

歯科口腔外科

泌 尿 器 科

第
１
・
第
３
・
第
５
土
曜
日
は
休
診
と
な
り
ま
す

外
来
診
療
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
。
但
し
、
心
療
内
科
・
小
児
科
・
形
成
外
科
・
皮
膚
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
歯
科
口
腔
外
科
は
、

午
後
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
る
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小 児 科

内 科

外 科

整 形 外 科

リウマチ科

形成外科・美容外科

横関・轟
信大医師

宮原・横関 田中宮原・田中
横関

新澤・安原

中田

瀧澤 豊田・瀧澤・倉石瀧澤・山﨑

豊田・中井

瀧澤（第2）・堀内山﨑

渡邉・春日

沖田 中田・黒岩

渡邉・春日

豊田・堀内

沖田・黒岩

渡邉・春日

中田

瀧澤
松永
望月

瀧澤
松永
山﨑
中井

北原
豊田
堀内

中村（PM） 

松永
望月

尾﨑（第2・4）

中井
山﨑

松永
中村
瀧澤（第2）

望月（第2）

尾﨑（第2・4）

堀内

瀧澤
北原
豊田
倉石

中村（PM） 

澤口（11：30まで）

望月 信大医師信大医師

瀧澤（11：30まで）

三澤

前川 前川 安原（第1・3・5） 前川

清水
（第3予約制）

宮澤
（予約制PM）

宮澤
（予約制PM）

信大医師
（12：00まで）

交替制 交替制

手術日（第2・4）
柚木（第4）

鬼頭 鬼頭 鬼頭 鬼頭

村田（読影）

澤口（11：30まで）

長田（AM）
長田（予約制PM）

長田（AM）
長田（予約制PM）

土屋
（不定期・予約制）

瀧澤（11：30まで）
信大医師（第1・3・5）
瀧澤（第2・4）
（11:30まで）

前川
（外来に要問合せ）

前川
（外来に要問合せ）

前川
（外来に要問合せ）

岡田 岡田 岡田（AM/PM）

沖田

岡田

酒井

瀧澤（AM/PM) 瀧澤（AM/PM） 瀧澤（11:30まで）

矢野
（11：00まで/PM）

矢野
（11：00まで） 矢野矢野

（11：00まで）
田澤

（11：00まで）

澤口（11：30まで） 澤口（11：30まで）

長田（AM）

中田

新澤・安原

中田 沖田 中田

信大医師

酒井（予約制PM）

清水（AM）
信大医師（AM）
池野（PM）

（予約制）

（予約制）

（初診受付10：00まで）

池野（AM）
清水（PM）

清水（AM/PM）
信大医師（AM）

池野（PM） 池野（AM）池野（AM/PM）池野（PM）

池野（AM/PM）
清水（AM） 池野・清水

村田（読影）

中村 中村中村・村岡 中村中村・信大医師

澤口（11：30まで） 澤口（予約制）

三澤

酒井

長峯（第2）

村田（読影） 村田（読影） 村田（読影） 村田（読影）

田中轟

乳腺・甲状腺センター
乳腺内分泌（甲状腺）

消化器病センター 
消化器

清水（AM/PM）
信大医師（AM）

北原

南長野医療
センター医師

南長野医療
センター医師

中川
岡根谷（第3・5） 蜂谷中川・清水・蜂谷

中川・清水・蜂谷
信大医師（第1・3） 中川・清水・蜂谷 清水

山岸（第4）

長田（第1・4AM）
關（第3AM）
（9：30より）

新井
神林（PM）

佐藤
石津（PM）

神林 新井 新井
神林（第2・4）

新井・神林

信大医師（PM）

中田 中田

信大医師

信大医師
（13：00より）

宮澤（AM）
（11：00まで）

宮澤・星野
（予約制PM）

星野・吉野（AM）
（10：30まで）

交替制（AM）
（外来に要問合せ）
吉野（PM）

（13：30～15：30）

宮澤（AM）
（11：00まで）

吉野
（予約制PM）

星野・吉野（第2）
宮澤・星野（第4）
（予約制）

交替制（AM）
（外来に要問合せ）
星野・吉野（PM）
（13：30～15：30）

交替制
齋藤（第1・4）

小笠原・山藤
（AM）

深代（第2）
山藤（第2・4）
小笠原（第4）
（11：00まで）

交替制

新患

再診

新 患

再

　診

松                                   

代

（予約制）

産 婦 人 科

眼 科

長
野
松
代
総
合
病
院
だ
よ
り
　
令
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七
年
一
月
一
日
発
行
／
長
野
市
松
代
町
松
代
一
八
三
番
地
／
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
長
野
松
代
総
合
病
院
／
発
行
責
任
者 

統
括
院
長 

瀧
澤 

勉
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
六
|
二
七
八
|
二
〇
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
六
|
二
七
八
|
九
一
六
七

関節疾患・
人工関節センター

小笠原
（11：00まで）

小笠原・山藤
（11：00まで）

深代
（11：00まで）

小笠原・深代
（AM/PM）
山藤（予約制）

（　　　    　）11：00まで/
PM第1・3・5
土曜の週

＊内科の予約外患者の受付は午前11時まで。　＊心療内科は予約制となっておりますので事前に外来へお問い合わせください。　＊整形外科は初診・再診とも
に予約制となっております。初診の方は紹介状が必要です。　＊形成外科の午前診察（火・金・土曜日を除く）の予約外患者の受付は午前11時まで。ただし、水
曜日の予約外患者の受付は午前10時30分まで。　＊泌尿器科の初診の方の受付は午前10時まで。　＊産婦人科の予約外患者の受付は午前11時30分まで。
＊眼科の月曜日の診察は午前9時30分から。月～土曜日の予約外患者の受付は午前11時まで。木曜日の診察については外来へお問い合わせください。　
＊午後の診療：心療内科14時～15時30分・小児科14時～16時30分・形成外科13時30分～15時30分・皮膚科16時～17時・耳鼻咽喉科15時～16時・歯科口腔
外科14時15分～16時15分

南長野医療
センター医師
（第1・3・5）

長野日赤医師（第2・4）

深代・山藤
（AM/PM）
小笠原（予約制）
新保（第2）

冬

謹賀新年謹賀新年
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解
説
　
A
さ
ん
は
管
理
職
で
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
の
た
め
、
身
体
活
動
量
が
少

な
い
方
で
す
。
喫
煙
と
毎
日
2
合
以

上
の
飲
酒
が
習
慣
で
、
肥
満
・
高
血

圧
・
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
ま
で
一
度
も
胃
カ
メ
ラ

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
年
齢

的
に
も
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い

A
さ
ん
に
胃
カ
メ
ラ
検
査
を
お
勧
め

し
ま
し
た
。
初
め
は
渋
っ
て
い
た
A

さ
ん
で
す
が
、
苦
痛
が
少
な
い
経
鼻

カ
メ
ラ
で
行
え
る
こ
と
、
喫
煙
や
飲

酒
、
肥
満
は
胃
が
ん
・
食
道
が
ん
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
な
る
こ
と

な
ど
を
十
分
説
明
し
て
、
胃
カ
メ
ラ

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
間
ド
ッ
ク
は
年
齢
や
家
族
歴
、

前
回
ま
で
の
結
果
を
も
と
に
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
や
検
査
方
法
を
選
択
し

て
い
た
だ
く
と
よ
り
良
い
健
診
に
な

り
ま
す
。

 

解
説
　
B
さ
ん
は
乳
が
ん
の
手
術
後

の
定
期
受
診
が
終
了
し
て
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

B
さ
ん
の
よ
う
に
術
後
の
経
過
観
察

が
終
了
す
る
と
安
心
し
が
ち
に
な
り

ま
す
が
、
検
診
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
一
度
、
乳
が
ん
の
治
療
が
終
了
し

た
か
ら『
も
う
が
ん
に
は
罹
ら
な
い
』

と
い
う
こ
と
は
な
く
、
乳
房
以
外
の

部
位
に
つ
い
て
も
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
ま
す
。

 

解
説
　
C
さ
ん
は
便
潜
血
検
査
陽
性

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
働
き
盛
り
で

あ
り
、
身
体
の
こ
と
を
気
に
か
け
な

が
ら
も
精
密
検
査
を
受
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。〝
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
〞
と
繰
り
返
し
受
診

勧
奨
を
行
い
、
精
密
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
便
潜
血
検
査
陽
性
に
な
っ
た
方
の

多
く
は
良
性
の
大
腸
ポ
リ
ー
プ
や
痔
核

に
よ
る
出
血
な
ど
で
、
心
配
の
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
ポ
リ
ー
プ
は
大
き

く
な
る
と
が
ん
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
何
も
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
も
精
密
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
で
要
精
密
検
査
と
判

定
さ
れ
る
場
合
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
時
点
で
精

密
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
病

気
の
早
期
発
見
に
繋
が
り
ま
す
。

　
精
密
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
ま

で
が
健
診
で
す
。
異
常
が
あ
っ
た
場

合
は
生
活
習
慣
の
改
善
を
行
い
、
精

密
検
査
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

遅
滞
な
く
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
経
年
変
化
を
見

る
た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
が
ん
や
動
脈
硬
化
に
よ
る
心
臓
・

脳
血
管
疾
患
、
認
知
症
な
ど
多
く
の
疾

患
は
生
活
習
慣
と
の
関
連
性
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
増
え
て

い
る
認
知
症
も
『
M
C
I
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
プ
ラ
ス
®
』
で
リ
ス
ク
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

　
人
間
ド
ッ
ク
は
身
体
の
状
態
を
確

認
し
、
ご
自
身
の
生
活
習
慣
に
つ
い

て
見
直
す
絶
好
の
機
会
で
す
。
当
院

で
は
年
間
7
0
0
0
名
以
上
の
方
に

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
診
を
実
施

し
、
そ
の
う
ち
、
40
〜
50
名
に
が
ん

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
診
で
見

つ
か
る
が
ん
は
早
期
が
ん
が
多
く
、

治
療
後
も
治
療
前
の
生
活
を
維
持
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
毎
年

健
診
を
受
け
る
こ
と
は
生
活
習
慣
病

の
改
善
に
つ
な
が
り
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
低
減
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
院
で
人
間
ド
ッ
ク
や

健
診
を
受
け
た
方
の
体
験
談
を
も
と

に
受
診
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま

す
。
今
後
の
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診

の
き
っ
か
け
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

毎
年
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
　
精
密
検
査
も
忘
れ
ず
に

ー
健
診
を
活
か
し
て
健
康
長
寿
に
ー

人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
意
識
向
上

が
ん
検
診
で
が
ん
を
早
期
発
見

精
密
検
査
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

思
い
描
い
た
人
生
を
送
る
た
め
に

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

◎
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　〝
お
す
す
め
検
査
〞

　
当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
4
つ

の
コ
ー
ス
と
、
専
門
ド
ッ
ク
と
し
て

脳
ド
ッ
ク
の
み
の
コ
ー
ス
を
設
け
て

い
ま
す
。
各
科
専
門
医
に
よ
る
診
察

を
多
く
取
り
入
れ
て
お
り
、
希
望
に

よ
り
受
け
ら
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

も
豊
富
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

が
あ
り
ま
す
の
で
、
人
間
ド
ッ
ク

と
併
せ
て
よ
り
価
値
の
あ
る
健
診

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

A
さ
ん
（
58
歳
男
性
）
の
場
合

　
人
間
ド
ッ
ク
は
毎

年
基
本
コ
ー
ス
を
受

診
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
し
、
毎
年

特
定
保
健
指
導
も
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
改
善
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
52
歳
の
人
間
ド
ッ
ク
時
に

保
健
師
に
勧
め
ら
れ
、
し
ぶ
し
ぶ

受
け
た
胃
カ
メ
ラ
検
査
で
早
期
胃

が
ん
が
発
見
さ
れ
、
内
視
鏡
で
切

除
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
健
康
意
識

を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
生

活
習
慣
を
改
善
し
禁
煙
も
達
成
し

ま
し
た
。
現
在
は
標
準
体
重
を
維

持
し
、
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

Ｃ
さ
ん
（
43
歳
男
性
）
の
場
合

　
あ
る
年
の
人
間
ド
ッ

ク
で
便
潜
血
検
査
陽

性
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
仕
事
が
落
ち
着
い
た
ら
近

く
の
病
院
で
精
密
検
査
を
受
け
る

よ
う
に
紹
介
状
を
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
中
間
管
理
職

で
忙
し
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
受

け
ず
、
人
間
ド
ッ
ク
担
当
者
か
ら

精
密
検
査
の
受
診
状
況
の
確
認
通

知
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
放
置

し
て
い
ま
し
た
。
再
度
電
話
で
保

健
師
に
受
診
を
勧
め
ら
れ
、
初
め

て
受
け
た
大
腸
内
視
鏡
検
査
で
早

期
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
内
視
鏡
的

切
除
術
を
受
け
ま
し
た
。

B
さ
ん
（
65
歳
女
性
）
の
場
合

　
15
年
前
、
右
乳
が
ん
の
手
術
歴

が
あ
り
、
健
診
で
の
乳
が
ん
検
診

は
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
定
期
受
診
が
終
了
し
て
か

ら
受
け
た
人
間
ド
ッ
ク
で
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
勧
め
ら
れ
、
年

に
一
度
、
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
3
年
目
に

左
乳
房
に
異
常
陰
影
が
見
つ
か
り

精
密
検
査
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
早
期
の
乳
が
ん

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

※
体
験
談
は
患
者
さ
ん
の
個
人
情
報
に
配
慮
し
て

　
掲
載
し
て
お
り
、
年
齢
は
実
際
の
も
の
と
は
異

　
な
り
ま
す
。

当院人間ドックの胃カメラ検査で発見された
胃がん・食道がん件数
（2020年度～2023年度）

胃カメラ検査
受診者

22,760名
精密検査
受診者
863名 胃がん・

食道がん
罹患者
55名

マンモグラフィ検査・
超音波検査
受診者
7,490名

精密検査
受診者
105名

当院人間ドックの乳がん検診
（マンモグラフィ検査・超音波検査）で

発見された乳がん件数
（2020年度～2023年度）

当院人間ドックの便潜血検査で
発見された大腸がん件数
（2020年度～2023年度）

便潜血検査
陽性者

（精密検査対象者）
1,589名

精密検査
受診者
1,257名

大腸がん
罹患者
13名

精密検査
未受診者
332名

か
か

乳がん
罹患者
15名

●
1
泊
2
日
　
●
通
院
2
日
　
●
1
日

●
3
時
間
　
●
脳
ド
ッ
ク

◇
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査

◇
心
筋
マ
ー
カ
ー
検
査

◇
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
検
査

◇
脳
ド
ッ
ク
　
　  

◇
肺
が
ん
検
診

◇
骨
粗
鬆
症
検
診  

◇
乳
が
ん
検
診
　
　

◇
子
宮
頸
が
ん
検
診 

◇
大
腸
内
視
鏡
検
査

◇
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
検
査

◇
肝
臓
・
膵
臓
M
R
I
検
査

◇
L
O
X
-i
n
d
e
x
®

◇
M
C
I
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
プ
ラ
ス
®

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

ほ
か

長
野
松
代
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　  

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
-２
７
８
-３
５
０
０
（
直
通
）

※
受
付
時
間
：
平
日
9
時
〜
16
時
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解
説
　
A
さ
ん
は
管
理
職
で
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
の
た
め
、
身
体
活
動
量
が
少

な
い
方
で
す
。
喫
煙
と
毎
日
2
合
以

上
の
飲
酒
が
習
慣
で
、
肥
満
・
高
血

圧
・
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
ま
で
一
度
も
胃
カ
メ
ラ

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
年
齢

的
に
も
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い

A
さ
ん
に
胃
カ
メ
ラ
検
査
を
お
勧
め

し
ま
し
た
。
初
め
は
渋
っ
て
い
た
A

さ
ん
で
す
が
、
苦
痛
が
少
な
い
経
鼻

カ
メ
ラ
で
行
え
る
こ
と
、
喫
煙
や
飲

酒
、
肥
満
は
胃
が
ん
・
食
道
が
ん
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
な
る
こ
と

な
ど
を
十
分
説
明
し
て
、
胃
カ
メ
ラ

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
間
ド
ッ
ク
は
年
齢
や
家
族
歴
、

前
回
ま
で
の
結
果
を
も
と
に
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
や
検
査
方
法
を
選
択
し

て
い
た
だ
く
と
よ
り
良
い
健
診
に
な

り
ま
す
。

 

解
説
　
B
さ
ん
は
乳
が
ん
の
手
術
後

の
定
期
受
診
が
終
了
し
て
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

B
さ
ん
の
よ
う
に
術
後
の
経
過
観
察

が
終
了
す
る
と
安
心
し
が
ち
に
な
り

ま
す
が
、
検
診
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
一
度
、
乳
が
ん
の
治
療
が
終
了
し

た
か
ら『
も
う
が
ん
に
は
罹
ら
な
い
』

と
い
う
こ
と
は
な
く
、
乳
房
以
外
の

部
位
に
つ
い
て
も
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
ま
す
。

 

解
説
　
C
さ
ん
は
便
潜
血
検
査
陽
性

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
働
き
盛
り
で

あ
り
、
身
体
の
こ
と
を
気
に
か
け
な

が
ら
も
精
密
検
査
を
受
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。〝
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
〞
と
繰
り
返
し
受
診

勧
奨
を
行
い
、
精
密
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
便
潜
血
検
査
陽
性
に
な
っ
た
方
の

多
く
は
良
性
の
大
腸
ポ
リ
ー
プ
や
痔
核

に
よ
る
出
血
な
ど
で
、
心
配
の
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
ポ
リ
ー
プ
は
大
き

く
な
る
と
が
ん
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
何
も
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
も
精
密
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
で
要
精
密
検
査
と
判

定
さ
れ
る
場
合
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
時
点
で
精

密
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
病

気
の
早
期
発
見
に
繋
が
り
ま
す
。

　
精
密
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
ま

で
が
健
診
で
す
。
異
常
が
あ
っ
た
場

合
は
生
活
習
慣
の
改
善
を
行
い
、
精

密
検
査
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

遅
滞
な
く
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
経
年
変
化
を
見

る
た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
が
ん
や
動
脈
硬
化
に
よ
る
心
臓
・

脳
血
管
疾
患
、
認
知
症
な
ど
多
く
の
疾

患
は
生
活
習
慣
と
の
関
連
性
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
増
え
て

い
る
認
知
症
も
『
M
C
I
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
プ
ラ
ス
®
』
で
リ
ス
ク
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

　
人
間
ド
ッ
ク
は
身
体
の
状
態
を
確

認
し
、
ご
自
身
の
生
活
習
慣
に
つ
い

て
見
直
す
絶
好
の
機
会
で
す
。
当
院

で
は
年
間
7
0
0
0
名
以
上
の
方
に

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
診
を
実
施

し
、
そ
の
う
ち
、
40
〜
50
名
に
が
ん

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
診
で
見

つ
か
る
が
ん
は
早
期
が
ん
が
多
く
、

治
療
後
も
治
療
前
の
生
活
を
維
持
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
毎
年

健
診
を
受
け
る
こ
と
は
生
活
習
慣
病

の
改
善
に
つ
な
が
り
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
低
減
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
院
で
人
間
ド
ッ
ク
や

健
診
を
受
け
た
方
の
体
験
談
を
も
と

に
受
診
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま

す
。
今
後
の
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診

の
き
っ
か
け
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

毎
年
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
　
精
密
検
査
も
忘
れ
ず
に

ー
健
診
を
活
か
し
て
健
康
長
寿
に
ー

人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
意
識
向
上

が
ん
検
診
で
が
ん
を
早
期
発
見

精
密
検
査
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

思
い
描
い
た
人
生
を
送
る
た
め
に

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

◎
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　〝
お
す
す
め
検
査
〞

　
当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
4
つ

の
コ
ー
ス
と
、
専
門
ド
ッ
ク
と
し
て

脳
ド
ッ
ク
の
み
の
コ
ー
ス
を
設
け
て

い
ま
す
。
各
科
専
門
医
に
よ
る
診
察

を
多
く
取
り
入
れ
て
お
り
、
希
望
に

よ
り
受
け
ら
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

も
豊
富
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

が
あ
り
ま
す
の
で
、
人
間
ド
ッ
ク

と
併
せ
て
よ
り
価
値
の
あ
る
健
診

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

A
さ
ん
（
58
歳
男
性
）
の
場
合

　
人
間
ド
ッ
ク
は
毎

年
基
本
コ
ー
ス
を
受

診
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
し
、
毎
年

特
定
保
健
指
導
も
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
改
善
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
52
歳
の
人
間
ド
ッ
ク
時
に

保
健
師
に
勧
め
ら
れ
、
し
ぶ
し
ぶ

受
け
た
胃
カ
メ
ラ
検
査
で
早
期
胃

が
ん
が
発
見
さ
れ
、
内
視
鏡
で
切

除
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
健
康
意
識

を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
生

活
習
慣
を
改
善
し
禁
煙
も
達
成
し

ま
し
た
。
現
在
は
標
準
体
重
を
維

持
し
、
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

Ｃ
さ
ん
（
43
歳
男
性
）
の
場
合

　
あ
る
年
の
人
間
ド
ッ

ク
で
便
潜
血
検
査
陽

性
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
仕
事
が
落
ち
着
い
た
ら
近

く
の
病
院
で
精
密
検
査
を
受
け
る

よ
う
に
紹
介
状
を
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
中
間
管
理
職

で
忙
し
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
受

け
ず
、
人
間
ド
ッ
ク
担
当
者
か
ら

精
密
検
査
の
受
診
状
況
の
確
認
通

知
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
放
置

し
て
い
ま
し
た
。
再
度
電
話
で
保

健
師
に
受
診
を
勧
め
ら
れ
、
初
め

て
受
け
た
大
腸
内
視
鏡
検
査
で
早

期
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
内
視
鏡
的

切
除
術
を
受
け
ま
し
た
。

B
さ
ん
（
65
歳
女
性
）
の
場
合

　
15
年
前
、
右
乳
が
ん
の
手
術
歴

が
あ
り
、
健
診
で
の
乳
が
ん
検
診

は
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
定
期
受
診
が
終
了
し
て
か

ら
受
け
た
人
間
ド
ッ
ク
で
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
勧
め
ら
れ
、
年

に
一
度
、
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
3
年
目
に

左
乳
房
に
異
常
陰
影
が
見
つ
か
り

精
密
検
査
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
早
期
の
乳
が
ん

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

※
体
験
談
は
患
者
さ
ん
の
個
人
情
報
に
配
慮
し
て

　
掲
載
し
て
お
り
、
年
齢
は
実
際
の
も
の
と
は
異

　
な
り
ま
す
。

当院人間ドックの胃カメラ検査で発見された
胃がん・食道がん件数
（2020年度～2023年度）

胃カメラ検査
受診者

22,760名
精密検査
受診者
863名 胃がん・

食道がん
罹患者
55名

マンモグラフィ検査・
超音波検査
受診者
7,490名

精密検査
受診者
105名

当院人間ドックの乳がん検診
（マンモグラフィ検査・超音波検査）で

発見された乳がん件数
（2020年度～2023年度）

当院人間ドックの便潜血検査で
発見された大腸がん件数
（2020年度～2023年度）

便潜血検査
陽性者

（精密検査対象者）
1,589名

精密検査
受診者
1,257名

大腸がん
罹患者
13名

精密検査
未受診者
332名

か
か

乳がん
罹患者
15名

●
1
泊
2
日
　
●
通
院
2
日
　
●
1
日

●
3
時
間
　
●
脳
ド
ッ
ク

◇
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査

◇
心
筋
マ
ー
カ
ー
検
査

◇
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
検
査

◇
脳
ド
ッ
ク
　
　  

◇
肺
が
ん
検
診

◇
骨
粗
鬆
症
検
診  

◇
乳
が
ん
検
診
　
　

◇
子
宮
頸
が
ん
検
診 

◇
大
腸
内
視
鏡
検
査

◇
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
検
査

◇
肝
臓
・
膵
臓
M
R
I
検
査

◇
L
O
X
-i
n
d
e
x
®

◇
M
C
I
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
プ
ラ
ス
®

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

ほ
か

長
野
松
代
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　  

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
-２
７
８
-３
５
０
０
（
直
通
）

※
受
付
時
間
：
平
日
9
時
〜
16
時
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長
野
県
の
冬
は
寒
い
の
で
、
冷
え

性
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
冷
え
性
の
治
療
は
漢
方
薬
の

得
意
分
野
で
す
。
冷
え
の
部
位
や
原

因
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
処
方
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
漢
方
医
に
と
っ

て
は
悩
ま
し
い
選
択
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
手
足
の
先
が
冷
え
、

む
く
み
や
す
く
、
頭
痛
・
腹
痛
や
下

痢
を
訴
え
が
ち
な
若
い
女
性
の
場

合
、
当
帰
芍
薬
散
が
有
効
で
す
。
余

分
な
水
分
を
取
り
、
細
い
血
管
の
血

流
を
良
く
す
る
働
き
が
期
待
で
き
ま

す
。
女
性
は
男
性
に
比
べ
、
骨
盤
内

の
内
臓
の
血
流
が
悪
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
血

液
が
十
分
に
流
れ
る
と
卵
巣
の
機
能

も
上
が
る
た
め
、
女
性
に
と
っ
て
大

切
な
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
の
分
泌
が
高
ま
り
ま
す
。
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
は
、
月
経
を
整
え
、
皮
膚
を

み
ず
み
ず
し
く
保
ち
、
ま
つ
毛
や
髪

の
毛
を
綺
麗
に
し
ま
す
。
当
帰
芍
薬

散
は
、
若
い
女
性
の
健
康
と
美
容
に

イ
チ
オ
シ
の
処
方
で
す
。

（
小
児
科
部
長
　
池
野
一
秀
）

冷
え
性
と
女
子
力
ア
ッ
プ
に

　
　
　
　
　
　
　  

当
帰
芍
薬
散

と
う  

き 

し
ゃ
く
や
く 

さ
ん

当帰芍薬散
とうきしゃくやくさん

【効能又は効果】
筋肉が一体に軟弱で疲労しやすく、
腰脚の冷えやすいものの次の諸
症：貧血、倦怠感、更年期障害（頭
重、頭痛、めまい、肩こり等）、月
経不順、月経困難、不妊症、動悸、
慢性腎炎、妊娠中の諸病（浮腫、
習慣性流産、痔、腹痛）、脚気、
半身不随、心臓弁膜症
※必ず医師の指示のもと服用してください。

池野医師の書籍紹介

Dr.イケノの
思春期お悩み相談室
漢方薬で癒すこころとカラダ
著：池野一秀
価格：3,278円（税込）
B6判・180頁
発行：新興医学出版社

当院1階売店
「ハーモニー」
にて好評発売中！

漢
方
薬
で
癒
す

こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ

18

と
う  

き 

し
ゃ
く 

や
く 

さ
ん

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
な
が
の
（
第
33
回
地
域
医
療
懇
談
会
）
医
療
講
演
よ
り

認
知
症
を
防
ぐ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

 
〜
認
知
症
の
予
防
・
早
期
発
見
と
検
査
・
最
新
治
療
に
つ
い
て
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

診
療
部
長
・
神
経
内
科
部
長
　酒
井
　寿
明

　
当
院
で
は
、〝
地
域
に
密
着
し
た
、

信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
〞
を
目
指

し
、
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
な
が

の
（
地
域
医
療
懇
談
会
）
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。「
認
知
症
の
予
防
と

最
新
治
療
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
た
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
２

６
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
の
方

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
、
ま
ず

は
ご
自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　①
挑
戦（
好
奇
心
を
持
つ
）

②
変
化（
普
段
や
ら
な
い
こ
と
を
す
る
）

③
生
き
が
い（
夢
中
に
な
れ
る
こ
と

を
見
つ
け
る
）

④
孤
独
の
回
避（
積
極
的
に
人
と
関

わ
る
）

⑤
利
他
の
精
神（
自
分
の
た
め
で
は

な
く
他
者
の
た
め
に
行
う
）

　
お
す
す
め
の
活
動
は
、
創
作
料
理

を
作
る
、
ダ
ン
ス
を
踊
る
、
パ
ズ
ル

を
作
る
・
解
く
、
家
庭
菜
園
や
畑
で

野
菜
を
作
る
、歌
を
歌
う
な
ど
で
す
。

ま
た
、
昔
の
絵
や
写
真
を
見
て
、
思

い
出
を
語
る
こ
と
も
効
果
的
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
認
知
症
に
な
る
前
に
は
、
軽
度
認

知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
呼
ば
れ
る
時

期
が
あ
り
ま
す
。Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で

運
動
や
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
る
と
、
認
知
機
能
の
維
持
・
改

善
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
認
知
機
能
が
低
下
し
て
く
る
と
、

日
常
生
活
や
仕
事
の
意
欲
が
低
下

し
、
も
の
忘
れ
や
ミ
ス
が
増
え
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
出
に
消
極
的

に
な
っ
た
り
、
料
理
や
洗
濯
な
ど
の

家
事
で
失
敗
す
る
こ
と
が
増
え
た

り
、
新
し
い
仕
事
を
覚
え
よ
う
と
し

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
自
分
や
ご
家

族
の
異
変
に
気
づ
い
た
ら
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
酒
井
部
長
は
、
最
新
の
治

療
と
し
て
レ
カ
ネ
マ
ブ
の
効
果
や
副

作
用
に
つ
い
て
解
説
し
、「
レ
カ
ネ

マ
ブ
の
よ
う
に
、
有
効
な
治
療
薬
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
治
療
を
諦

め
な
く
て
も
よ
い
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
必
要
以
上
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
、

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
い
い

の
で
す
。
と
に
か
く
早
め
に
相
談
・

受
診
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し

た
。

（
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
な
が
の

実
行
委
員
長
　
瀧
澤
好
廣
）

　
さ
ら
に
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
３
つ

紹
介
し
ま
す
。

　　　
運
動
す
る
こ
と
で
、
脳
の
血
流
量

が
増
加
し
ま
す
。お
す
す
め
は
〝
さ
っ

さ
か
歩
き
３
分
＋
ゆ
っ
く
り
歩
き
３

分
〞
を
５
セ
ッ
ト
行
う
「
イ
ン
タ
ー

バ
ル
速
歩
」
で
す
。
ま
ず
は
、
週
に

４
回
程
度
の
運
動
を
５
ヶ
月
継
続
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
必
要
な
栄
養
を
摂

り
ま
し
ょ
う
。
身
体
に
良
い
と
さ
れ

る
脂
肪
酸
を
多
く
含
む
サ
バ
・
イ
ワ

シ
な
ど
の
青
魚
や
、
え
ご
ま
油
・
ア

マ
ニ
油
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ナ
ッ
ツ
も
お
す
す

め
で
す
。
ま
た
、
食
べ
過
ぎ
防
止
の

た
め
、食
物
繊
維
が
豊
富
な
わ
か
め
・

昆
布
・
ひ
じ
き
な
ど
の
海
藻
や
、
き

の
こ
類
を
取
り
入
れ
、
よ
く
噛
ん
で

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　　
長
す
ぎ
ず
、
短
す
ぎ
な
い
睡
眠
を

と
り
ま
し
ょ
う
。23
時
前
に
就
寝
し
、

７
時
間
程
度
の
睡
眠
が
お
す
す
め
で

す
。
６
時
間
未
満
の
場
合
、
認
知
症

リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
長
い
昼
寝
は
夜
の
不

眠
に
つ
な
が
り
ま
す
。
30
分
以
内
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

　〝
60
歳
か
ら
の
筋
ト
レ
は
無
駄
〞

と
い
わ
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た

が
、
90
歳
で
も
筋
肉
量
は
増
加
し
、

さ
ら
に
脳
も
刺
激
さ
れ
る
な
ど
良
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
人
生
１
０

０
年
時
代
。
こ
れ
か
ら
は
過
去
の
常

識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
に
挑
戦
し

元
気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

多くの方にご参加いただいた地域医療フォーラムinながの
（第33回地域医療懇談会）

医療講演を行う
酒井寿明 神経内科部長

【 

生
活
習
慣
の
改
善 

】

一
日
30
分
か
ら
１
時
間
程
度
の

運
動
を
取
り
入
れ
る

食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
に

注
意
す
る

充
分
な
睡
眠
を
と
る

　
当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
（
オ
プ
シ
ョ

ン
検
査
）
や
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
科
で

は
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
早
期
発
見
す
る
た
め

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
プ
ラ
ス
®
」
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
の
早
期
発
見

認
知
症
の
予
防

「さあ、にぎやか （に）
　　　　    いただく」

多くの種類の
食品を摂るための合言葉※

さかな・あぶら・にく・
ぎゅうにゅう・やさい・
かいそう・いも・たまご・
だいず・くだもの

ロコモチャレンジ ! 推進協議会・
東京都健康長寿医療センター研究所

※『
さ
あ
、
に
ぎ
や
か
に
い
た
だ
く
』
は
、
東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
が
開
発
し
た
食
品
摂

取
の
多
様
性
ス
コ
ア
を
構
成
す
る
10
種
の
食
品
群
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

推
進
協
議
会
が
考
案
し
た
合
言
葉
で
す
。

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
】

普
段
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
で
き
る
」こ
と
か
ら

　「
で
き
そ
う
な
」こ
と
か
ら

　
　「
楽
し
く
」で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　
は
じ
め
ま
し
ょ
う
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し
ょ
う
。

　①
挑
戦（
好
奇
心
を
持
つ
）

②
変
化（
普
段
や
ら
な
い
こ
と
を
す
る
）

③
生
き
が
い（
夢
中
に
な
れ
る
こ
と

を
見
つ
け
る
）

④
孤
独
の
回
避（
積
極
的
に
人
と
関

わ
る
）

⑤
利
他
の
精
神（
自
分
の
た
め
で
は

な
く
他
者
の
た
め
に
行
う
）

　
お
す
す
め
の
活
動
は
、
創
作
料
理

を
作
る
、
ダ
ン
ス
を
踊
る
、
パ
ズ
ル

を
作
る
・
解
く
、
家
庭
菜
園
や
畑
で

野
菜
を
作
る
、歌
を
歌
う
な
ど
で
す
。

ま
た
、
昔
の
絵
や
写
真
を
見
て
、
思

い
出
を
語
る
こ
と
も
効
果
的
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
認
知
症
に
な
る
前
に
は
、
軽
度
認

知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
呼
ば
れ
る
時

期
が
あ
り
ま
す
。Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で

運
動
や
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
る
と
、
認
知
機
能
の
維
持
・
改

善
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
認
知
機
能
が
低
下
し
て
く
る
と
、

日
常
生
活
や
仕
事
の
意
欲
が
低
下

し
、
も
の
忘
れ
や
ミ
ス
が
増
え
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
出
に
消
極
的

に
な
っ
た
り
、
料
理
や
洗
濯
な
ど
の

家
事
で
失
敗
す
る
こ
と
が
増
え
た

り
、
新
し
い
仕
事
を
覚
え
よ
う
と
し

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
自
分
や
ご
家

族
の
異
変
に
気
づ
い
た
ら
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
酒
井
部
長
は
、
最
新
の
治

療
と
し
て
レ
カ
ネ
マ
ブ
の
効
果
や
副

作
用
に
つ
い
て
解
説
し
、「
レ
カ
ネ

マ
ブ
の
よ
う
に
、
有
効
な
治
療
薬
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
治
療
を
諦

め
な
く
て
も
よ
い
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
必
要
以
上
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
、

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
い
い

の
で
す
。
と
に
か
く
早
め
に
相
談
・

受
診
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し

た
。

（
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
な
が
の

実
行
委
員
長
　
瀧
澤
好
廣
）

　
さ
ら
に
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
３
つ

紹
介
し
ま
す
。

　　　
運
動
す
る
こ
と
で
、
脳
の
血
流
量

が
増
加
し
ま
す
。お
す
す
め
は
〝
さ
っ

さ
か
歩
き
３
分
＋
ゆ
っ
く
り
歩
き
３

分
〞
を
５
セ
ッ
ト
行
う
「
イ
ン
タ
ー

バ
ル
速
歩
」
で
す
。
ま
ず
は
、
週
に

４
回
程
度
の
運
動
を
５
ヶ
月
継
続
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
必
要
な
栄
養
を
摂

り
ま
し
ょ
う
。
身
体
に
良
い
と
さ
れ

る
脂
肪
酸
を
多
く
含
む
サ
バ
・
イ
ワ

シ
な
ど
の
青
魚
や
、
え
ご
ま
油
・
ア

マ
ニ
油
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ナ
ッ
ツ
も
お
す
す

め
で
す
。
ま
た
、
食
べ
過
ぎ
防
止
の

た
め
、食
物
繊
維
が
豊
富
な
わ
か
め
・

昆
布
・
ひ
じ
き
な
ど
の
海
藻
や
、
き

の
こ
類
を
取
り
入
れ
、
よ
く
噛
ん
で

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　　
長
す
ぎ
ず
、
短
す
ぎ
な
い
睡
眠
を

と
り
ま
し
ょ
う
。23
時
前
に
就
寝
し
、

７
時
間
程
度
の
睡
眠
が
お
す
す
め
で

す
。
６
時
間
未
満
の
場
合
、
認
知
症

リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
長
い
昼
寝
は
夜
の
不

眠
に
つ
な
が
り
ま
す
。
30
分
以
内
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

　〝
60
歳
か
ら
の
筋
ト
レ
は
無
駄
〞

と
い
わ
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た

が
、
90
歳
で
も
筋
肉
量
は
増
加
し
、

さ
ら
に
脳
も
刺
激
さ
れ
る
な
ど
良
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
人
生
１
０

０
年
時
代
。
こ
れ
か
ら
は
過
去
の
常

識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
に
挑
戦
し

元
気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

多くの方にご参加いただいた地域医療フォーラムinながの
（第33回地域医療懇談会）

医療講演を行う
酒井寿明 神経内科部長

【 

生
活
習
慣
の
改
善 

】

一
日
30
分
か
ら
１
時
間
程
度
の

運
動
を
取
り
入
れ
る

食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
に

注
意
す
る

充
分
な
睡
眠
を
と
る

　
当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
（
オ
プ
シ
ョ

ン
検
査
）
や
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
科
で

は
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
早
期
発
見
す
る
た
め

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
プ
ラ
ス
®
」
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
の
早
期
発
見

認
知
症
の
予
防

「さあ、にぎやか （に）
　　　　    いただく」

多くの種類の
食品を摂るための合言葉※

さかな・あぶら・にく・
ぎゅうにゅう・やさい・
かいそう・いも・たまご・
だいず・くだもの

ロコモチャレンジ ! 推進協議会・
東京都健康長寿医療センター研究所

※『
さ
あ
、
に
ぎ
や
か
に
い
た
だ
く
』
は
、
東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
が
開
発
し
た
食
品
摂

取
の
多
様
性
ス
コ
ア
を
構
成
す
る
10
種
の
食
品
群
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

推
進
協
議
会
が
考
案
し
た
合
言
葉
で
す
。

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
】

普
段
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
で
き
る
」こ
と
か
ら

　「
で
き
そ
う
な
」こ
と
か
ら

　
　「
楽
し
く
」で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　
は
じ
め
ま
し
ょ
う
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発
症
予
防
効
果
は
40
〜
60
％
で
、

発
症
率
を
約
半
分
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
致
死
率
を
下
げ
る
効
果

は
82
％
と
、
か
な
り
高
い
有
効
性
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
は
約
５
ヶ
月
程
度
持
続
す
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
11
月
に
接
種
し
た

方
は
、
４
月
ご
ろ
ま
で
有
効
で
す
。

　
注
射
部
位
の
痛
み
や
腫
れ
な
ど
は

10
〜
20
％
の
方
に
、
発
熱
や
頭
痛
、

全
身
倦
怠
感
な
ど
は
５
〜
10
％
の
方

に
あ
り
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

を
起
こ
す
方
は
ご
く
稀
で
す
。

　　
２
０
２
４
年
12
月
、
当
院
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
入
院
患
者
は
、
以
前
と
比
べ
て

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比
べ
て
は
る
か

に
強
い
た
め
、
一
旦
流
行
す
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
第
12
波
が
押
し
寄

せ
て
く
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

致
死
率
は
、60
歳
以
上
で
約
２
％
と
、

と
て
も
危
険
な
感
染
症
で
す
。
し
か

し
、
60
歳
以
上
の
方
が
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
、
致
死
率

を
約
７
分
の
１
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
入
院
が
必
要
と
な
る

ほ
ど
悪
化
す
る
の
を
約
半
数
に
抑
え

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
副
反
応
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
よ
り
出
や
す
く
、
50
％
程
度
の

方
に
注
射
部
位
の
痛
み
や
腫
れ
が
、

10
〜
50
％
の
方
に
発
熱
や
全
身
倦
怠

感
、
関
節
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
若
い
方
に
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
ほ
ど
お
勧
め
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
高
齢
の

方
に
は
で
き
る
だ
け
接
種
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
を
起
こ
す
こ
と
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
く
ご
く
稀
で
す
。

　　
当
院
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す

る
場
合
、
内
科
か
か
り
つ
け
の
方
お

よ
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
み
を
希
望
す

る
方
は
完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

事
前
に
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
内
科
以
外
に
か
か
り
つ
け
の
方

は
、各
科
外
来
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
市
町
村
に
よ

る
補
助
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
各
市
町

村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
間
隔

を
空
け
ず
に
接
種
が
可
能
で
す
。

（
感
染
症
内
科
部
長
　
田
中
俊
憲
）

　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
致
死
率
は

0
・
0
1
％
と
そ
れ
ほ
ど
高
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、感
染
者
数
が
多
い
た
め
、

国
内
で
は
毎
年
３
０
０
０
人
程
度
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
60

歳
以
上
の
致
死
率
は
0
・
5
5
％
で
、

２
０
０
人
に
一
人
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
存
在
し
な
い
感
染
症

と
違
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
信
頼

性
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
強
く
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
。

忘
れ
な
い
で

　
　
　ワ
ク
チ
ン
の
効
果

知
っ
て
お
き
た
い

    
診
療
技
術

勇
気
を
持
っ
て
形
成
外
科
へ

ワ
ク
チ
ン
の
効
果

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

電
話
で
の
予
約
受
付
時
間

　
　
　
　
　
　
　

    

平
日
15
時
〜
17
時

長
野
県
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　相
談
セ
ン
タ
ー

　
長
野
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
に
係
る
副
反
応
を
疑

う
症
状
等
の
専
門
的
な
相
談
に
看
護

師
が
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
接
種
後
の
副
反
応
な
ど
の
症
状
や

接
種
前
の
疑
問
・

不
安
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
：
令
和
６
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　 

令
和
７
年
３
月
31
日

受
付
時
間
：
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号
：
０
２
６
–
２
３
５
–
７
３
８
０

▲「長野県新型コロナワ
クチン接種相談セン
ター」を開設します

ワ
ク
チ
ン
の
効
果

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

　雪や氷の上を歩く際はペンギンを
イメージして歩きましょう。時間に
余裕をもって安全を心がけ、この冬
を乗り越えましょう。

「メタボリックシンドローム」や「ロコモティブシンドローム」
を予防するには運動が大切といわれています。このコーナーでは
「簡単で」「どこでも」「誰でも」できる運動や、日常生活のコツ
を紹介します。ぜひ日々の生活に取り入れてみてください。

冬の歩き方のコツを理解して転倒を予防しよう
リハビリテーション部　理学療法士　田中宏典

　冬は雪や氷で路面状況が悪く、転倒事故が増えま
す。冬の歩き方を習得して、この冬も転倒を防ぎま
しょう。

歩幅が大きいと足を高く上げる
必要があり、身体の揺れが大きくなり転
倒しやすくなります。滑りやすい所では
歩幅を小さくして歩きましょう。また、
両足の幅は20cm程度開いて歩くと安定します。

足裏全体をつけて、すり足のように歩くと
安定します。ただし、完全に地面をすって歩くとつ

まづきの原因となるため、軽く足を浮かせて歩きま
しょう。

重心が高いとバランスを崩しやすくなりま
す。上半身を少し前かがみにして膝を軽く曲げて歩
くと、尻もちをつくような転び方を防げます。また、
片側に荷物を持つと重心が偏るため、重い荷物は背
負って両手を空けるとバランスを取りやすくなり
ます。

冬の歩き方の3つのコツ

歩幅を小さくする

重心を落とす

足裏全体をつけて歩く

健 康 ガイド
～いきいきとした生活

を送るために～

1

3

2

　
　　

図
1
は
B
B
C
に
掲
載
さ
れ
た
画

像
で
す
が
、
喫
煙
が
皮
膚
の
老
化
を

促
進
す
る
様
子
が
分
か
り
や
す
く
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
は
皮
膚
の

老
化
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
喫
煙
は
紫
外

線
と
同
程
度
の
老
化
リ
ス
ク
が
あ

り
、
特
に
し
わ
の
形
成
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
皮
膚
の
老

化
防
止
に
は
、
紫
外
線
対
策
と
並
ん

で
禁
煙
は
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

　
い
く
つ
か
の
皮
膚
の
病
気
に
も
喫

煙
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

も
の
が
乾
癬
（
図
2
）
で
、
皮
膚
に

厚
い
カ
サ
カ
サ
し
た
皮
疹
が
多
発
す

る
病
気
で
す
。
喫
煙
で
悪
化
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
心
筋

梗
塞
な
ど
の
循
環
器
疾
患
を
生
じ
や

す
く
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　
喫
煙
の
影
響
を
さ
ら
に
強
く
受
け

る
の
が
掌
蹠
膿
疱
症
で
す
（
図
3
）。

こ
れ
は
手
足
に
膿
を
持
っ
た
皮
疹
が

多
発
す
る
病
気
で
、
喫
煙
で
著
し
く

悪
化
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
喫
煙
を
し
な
が
ら
治
療
す
る
の

は
と
て
も
難
し
い
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
抜
け
毛
や
ニ
キ
ビ
・

皮
膚
が
ん
に
も
た
ば
こ
の
影
響
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
皮
膚

を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
も
禁
煙
が

強
く
推
奨
さ
れ
ま
す
。

（
皮
膚
科
部
長
　
瀧
澤
好
廣
）

す
ぐ
に
役
立
つ

医
療
の
知
識

シ
リ
ー
ズ

　た
ば
こ
の
有
害
性
④

た
ば
こ
と
皮
膚
障
害

図1　BBCのウェブサイトに掲載された画像。
22歳の双子が40歳でどのような風貌になる
か作られたもので、左が喫煙者、右が非喫煙者
を想定している。

図2　乾癬の皮膚症状

インフルエンザワクチン接種

図3　掌蹠膿疱症　足の裏の皮疹

か
ん 

せ
ん

し
ょ
う
せ
き
の
う
ほ
う
し
ょ
う
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発
症
予
防
効
果
は
40
〜
60
％
で
、

発
症
率
を
約
半
分
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
致
死
率
を
下
げ
る
効
果

は
82
％
と
、
か
な
り
高
い
有
効
性
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
は
約
５
ヶ
月
程
度
持
続
す
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
11
月
に
接
種
し
た

方
は
、
４
月
ご
ろ
ま
で
有
効
で
す
。

　
注
射
部
位
の
痛
み
や
腫
れ
な
ど
は

10
〜
20
％
の
方
に
、
発
熱
や
頭
痛
、

全
身
倦
怠
感
な
ど
は
５
〜
10
％
の
方

に
あ
り
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

を
起
こ
す
方
は
ご
く
稀
で
す
。

　　
２
０
２
４
年
12
月
、
当
院
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
入
院
患
者
は
、
以
前
と
比
べ
て

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比
べ
て
は
る
か

に
強
い
た
め
、
一
旦
流
行
す
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
第
12
波
が
押
し
寄

せ
て
く
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

致
死
率
は
、60
歳
以
上
で
約
２
％
と
、

と
て
も
危
険
な
感
染
症
で
す
。
し
か

し
、
60
歳
以
上
の
方
が
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
と
、
致
死
率

を
約
７
分
の
１
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
入
院
が
必
要
と
な
る

ほ
ど
悪
化
す
る
の
を
約
半
数
に
抑
え

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
副
反
応
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
よ
り
出
や
す
く
、
50
％
程
度
の

方
に
注
射
部
位
の
痛
み
や
腫
れ
が
、

10
〜
50
％
の
方
に
発
熱
や
全
身
倦
怠

感
、
関
節
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
若
い
方
に
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
ほ
ど
お
勧
め
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
高
齢
の

方
に
は
で
き
る
だ
け
接
種
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
を
起
こ
す
こ
と
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
く
ご
く
稀
で
す
。

　　
当
院
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す

る
場
合
、
内
科
か
か
り
つ
け
の
方
お

よ
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
み
を
希
望
す

る
方
は
完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

事
前
に
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
内
科
以
外
に
か
か
り
つ
け
の
方

は
、各
科
外
来
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
市
町
村
に
よ

る
補
助
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
各
市
町

村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
間
隔

を
空
け
ず
に
接
種
が
可
能
で
す
。

（
感
染
症
内
科
部
長
　
田
中
俊
憲
）

　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
致
死
率
は

0
・
0
1
％
と
そ
れ
ほ
ど
高
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、感
染
者
数
が
多
い
た
め
、

国
内
で
は
毎
年
３
０
０
０
人
程
度
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
60

歳
以
上
の
致
死
率
は
0
・
5
5
％
で
、

２
０
０
人
に
一
人
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
が
存
在
し
な
い
感
染
症

と
違
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
信
頼

性
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
強
く
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
。

忘
れ
な
い
で

　
　
　ワ
ク
チ
ン
の
効
果

知
っ
て
お
き
た
い

    

診
療
技
術

勇
気
を
持
っ
て
形
成
外
科
へ

ワ
ク
チ
ン
の
効
果

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

電
話
で
の
予
約
受
付
時
間

　
　
　
　
　
　
　

    

平
日
15
時
〜
17
時

長
野
県
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　相
談
セ
ン
タ
ー

　
長
野
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
に
係
る
副
反
応
を
疑

う
症
状
等
の
専
門
的
な
相
談
に
看
護

師
が
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
接
種
後
の
副
反
応
な
ど
の
症
状
や

接
種
前
の
疑
問
・

不
安
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
：
令
和
６
年
10
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　 

令
和
７
年
３
月
31
日

受
付
時
間
：
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号
：
０
２
６
–
２
３
５
–
７
３
８
０

▲「長野県新型コロナワ
クチン接種相談セン
ター」を開設します

ワ
ク
チ
ン
の
効
果

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

　雪や氷の上を歩く際はペンギンを
イメージして歩きましょう。時間に
余裕をもって安全を心がけ、この冬
を乗り越えましょう。

「メタボリックシンドローム」や「ロコモティブシンドローム」
を予防するには運動が大切といわれています。このコーナーでは
「簡単で」「どこでも」「誰でも」できる運動や、日常生活のコツ
を紹介します。ぜひ日々の生活に取り入れてみてください。

冬の歩き方のコツを理解して転倒を予防しよう
リハビリテーション部　理学療法士　田中宏典

　冬は雪や氷で路面状況が悪く、転倒事故が増えま
す。冬の歩き方を習得して、この冬も転倒を防ぎま
しょう。

歩幅が大きいと足を高く上げる
必要があり、身体の揺れが大きくなり転
倒しやすくなります。滑りやすい所では
歩幅を小さくして歩きましょう。また、
両足の幅は20cm程度開いて歩くと安定します。

足裏全体をつけて、すり足のように歩くと
安定します。ただし、完全に地面をすって歩くとつ

まづきの原因となるため、軽く足を浮かせて歩きま
しょう。

重心が高いとバランスを崩しやすくなりま
す。上半身を少し前かがみにして膝を軽く曲げて歩
くと、尻もちをつくような転び方を防げます。また、
片側に荷物を持つと重心が偏るため、重い荷物は背
負って両手を空けるとバランスを取りやすくなり
ます。

冬の歩き方の3つのコツ

歩幅を小さくする

重心を落とす

足裏全体をつけて歩く

健 康 ガイド
～いきいきとした生活

を送るために～

1

3

2

　
　　

図
1
は
B
B
C
に
掲
載
さ
れ
た
画

像
で
す
が
、
喫
煙
が
皮
膚
の
老
化
を

促
進
す
る
様
子
が
分
か
り
や
す
く
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
は
皮
膚
の

老
化
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
喫
煙
は
紫
外

線
と
同
程
度
の
老
化
リ
ス
ク
が
あ

り
、
特
に
し
わ
の
形
成
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
皮
膚
の
老

化
防
止
に
は
、
紫
外
線
対
策
と
並
ん

で
禁
煙
は
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

　
い
く
つ
か
の
皮
膚
の
病
気
に
も
喫

煙
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

も
の
が
乾
癬
（
図
2
）
で
、
皮
膚
に

厚
い
カ
サ
カ
サ
し
た
皮
疹
が
多
発
す

る
病
気
で
す
。
喫
煙
で
悪
化
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
心
筋

梗
塞
な
ど
の
循
環
器
疾
患
を
生
じ
や

す
く
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　
喫
煙
の
影
響
を
さ
ら
に
強
く
受
け

る
の
が
掌
蹠
膿
疱
症
で
す
（
図
3
）。

こ
れ
は
手
足
に
膿
を
持
っ
た
皮
疹
が

多
発
す
る
病
気
で
、
喫
煙
で
著
し
く

悪
化
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
喫
煙
を
し
な
が
ら
治
療
す
る
の

は
と
て
も
難
し
い
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
抜
け
毛
や
ニ
キ
ビ
・

皮
膚
が
ん
に
も
た
ば
こ
の
影
響
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
皮
膚

を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
も
禁
煙
が

強
く
推
奨
さ
れ
ま
す
。

（
皮
膚
科
部
長
　
瀧
澤
好
廣
）

す
ぐ
に
役
立
つ

医
療
の
知
識

シ
リ
ー
ズ

　た
ば
こ
の
有
害
性
④

た
ば
こ
と
皮
膚
障
害

図1　BBCのウェブサイトに掲載された画像。
22歳の双子が40歳でどのような風貌になる
か作られたもので、左が喫煙者、右が非喫煙者
を想定している。

図2　乾癬の皮膚症状

インフルエンザワクチン接種

図3　掌蹠膿疱症　足の裏の皮疹

か
ん 

せ
ん

し
ょ
う
せ
き
の
う
ほ
う
し
ょ
う
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おしらせ掲示板

▶ 歯科口腔外科で日帰り入院手術を
　 行っています

▶ リハビリテーション部職員の論文が
　 学術誌の最優秀論文賞に選ばれました

　歯科口腔外科では、静脈内鎮静法を用い
た抜歯・小手術を日帰り入院で行っていま
す。仕事や学業など日常生活への影響を最
小限に抑えて治療を受けていただけます。
　詳しくは歯科口腔外科外来へお問い合わ
せください。

　当院リハビリテーション部の小渕浩平 
作業療法士の論文が、学術誌『作業療法』
第42巻において最優秀論文賞に選ばれまし
た。

【お問い合わせ】
TEL：026-278-2031（代表）
※お電話は平日 15 時から 17 時
　までにお願いいたします。

え
た
花
々
は
、
昨
年
の
夏
の
暑
さ
と

こ
の
冬
の
寒
さ
に
耐
え
て
育
ち
、
春

に
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花

の
役
割
は
人
の
心
を
癒
す
こ
と
で
あ

り
、
暑
さ
や
寒
さ
を
乗
り
越
え
て
咲

く
〝
癒
し
の
波
動
〞
が
多
く
の
人
の

心
に
届
き
ま
す
よ
う
に
…
と
の
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
花
壇
に
は
、
ビ
オ
ラ
（
5
種
類
）

と
ダ
イ
ア
ン
サ

ス
を
合
わ
せ
て

約
2
0
0
本
植

え
ま
し
た
。
優

し
い
色
合
い
に

植
栽
さ
れ
た
中

庭
花
壇
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
22
日
が
〝
い
い
（
11
）
ふ
じ

（
22
）〞
で
「
長
野
県
り
ん
ご
の
日
」

で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
J
A
グ

リ
ー
ン
長
野
様
よ
り
り
ん
ご
（
サ
ン

ふ
じ
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
院
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野 

栗
林
代
表
理

事
組
合
長
様
よ
り
瀧
澤
統
括
院
長
へ

り
ん
ご
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
り
ん
ご
は
毎
年
寄
贈
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
年
は
害
虫
に
よ
る
被
害
が

あ
っ
た
も
の
の
、
立
派
な
り
ん
ご
が

で
き
あ
が
っ
た
そ
う
で
す
。
い
た
だ

い
た
り
ん
ご
は
入
院
患
者
さ
ん
の
お

食
事
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様
、
り
ん
ご

を
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
生
産
者
の

皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
附
属
若
穂
病
院
第
15
回
健
康
ま
つ

り
を
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
に
開
催

し
ま
し
た
。

　
三
澤
卓
夫 

循
環
器
内
科
部
長
が

心
不
全
の
治
療
に
つ
い
て
医
療
講
演

を
行
っ
た
ほ
か
、
医
師
へ
の
医
療
相

談
、
保
健
師
・
看
護
師
に
よ
る
血
圧
・

体
脂
肪
な
ど
の
測
定
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
若
穂
幼
稚
園
の

園
児
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
の
披
露
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
、
長
野
松
代
総

合
病
院
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
歌
や
演
奏
に

は
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野

様
よ
り
り
ん
ご
、
J
A
グ
リ
ー
ン
長

野
女
性
部
若
穂
総
支
部
様
か
ら
は
ア

ル
ミ
缶
収
集
の

収
益
金
で
購
入

し
た
「
床
置
き

型
手
す
り
」
が

寄
贈
さ
れ
、
熊

木
院
長
が
感
謝

の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
　

提
供
し
、
女

性
を
中
心
に

多
く
の
方
が

美
容
医
療
に

つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
ま
た
、
心

肺
蘇
生
法
に

つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
救
急
フ
ェ
ア
、
書
道
家
の

伊
藤
倫
さ
ん
に
好
き
な
文
字
を
書
い

て
も
ら
う
書
道
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
盛

況
で
し
た
。
中
庭
で
は
当
院
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
行

い
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
屋
外
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
お
祭
り
ひ
ろ
ば
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
、
消
防
車
・
救
急
車
見

学
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

　
園
芸
福
祉
あ
ん
ず
の
会
様
、
J
A

グ
リ
ー
ン
長
野
女
性
部
松
代
総
支
部

の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
中
庭

花
壇
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
は
あ
ん
ず
の
会

の
方
に
作
成
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
回
の
メ
イ
ン
花
壇
の
テ
ー
マ

は
『
癒
し
の
波
動
』
で
す
。
今
回
植

中
庭
花
壇
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　り
ん
ご
寄
贈

附
属
若
穂
病
院

　
　
　

  
第
15
回
健
康
ま
つ
り 

開
催

　
模
擬
医
療
機

器
を
使
っ
た
内

視
鏡
手
術
体
験

コ
ー
ナ
ー
で

は
、
来
場
者
は

画
面
を
見
な
が

ら
手
術
機
器
の

操
作
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
粉
末
飲
料
や
ラ
ム
ネ
菓
子

な
ど
を
薬
に
見
立
て
た
調
剤
体
験
で

は
、
自
分
専
用
の
「
お
薬
」
を
作
る

こ
と
が
で
き
、
昨
年
と
同
様
、
親
子

連
れ
の
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
様
々
な
細
菌
を
ア
ニ
メ

で
紹
介
し
、
来
場
者
が
顕
微
鏡
を
覗

い
て
細
菌
を
探
す
検
査
技
師
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

　
人
気
企
画
の
院
内
ツ
ア
ー
に
は
、

屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
飛
来
し
た
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
間
近
で
見
学
し
よ
う
と

多
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

機
内
を
見
学
し
た
り
記
念
撮
影
を

行
っ
た
り
と
貴
重
な
機
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
形
成
外
科
に
よ
る
美
容
フ
ェ
ア
で

は
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
用
品
の
販
売
を

行
っ
た
ほ
か
、
宮
澤
季
美
江 

形
成

外
科
部
長
が
「
ス
イ
ー
ツ
セ
ミ

ナ
ー
」
と
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
聴

講
者
に
は
焼
き
菓
子
と
ド
リ
ン
ク
を

　
第
27
回
病
院
祭
・
医
療
展
を
10
月

13
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
『
共
に
創
る
健
康
な
地
域
社
会

〜
長
野
松
代
総
合
病
院
の
挑
戦
〜
』

を
テ
ー
マ
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
お
よ
そ
2
5
0
0
人
も
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
笠
原
邦
茂 

歯
科
口
腔
外
科
部

長
と
神
林
玄
隆 

総
合
診
療
科
部
長

が
医
療
講
演
を
行
い
、
口
腔
内
や
腸

の
健
康
と
全
身
の
病
気
の
関
係
に
つ

い
て
解
説
し
ま
し
た
。
生
活
習
慣
の

改
善
な
ど
日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ

や
す
い
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
し
ま
し

た
。

　
各
診
療
科
の
パ
ネ
ル
展
示
で
は
病

気
の
治
療
な
ど
に
つ
い
て
、
職
員
が

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
模
型
な
ど
を
使
用

し
な
が
ら
来
場
者
へ
説
明
を
行
な
い

ま
し
た
。

第
27
回
病
院
祭
・
医
療
展 

開
催

ト
ピ
ッ
ク
ス

贈呈式（写真上：本院、写真下：若穂病院）

満席となったブラスバンド部演奏

受賞した小渕
作業療法士

医療講演を行う小笠原部長
（写真上）と神林部長（写真下）

屋上ヘリポートでのドクターヘリ見学

顕微鏡を覗いて細菌を探そう

『急性期病床入院中の脳損傷者に
対するドライビングシミュレー
ターを用いた自動車運転評価と
運転再開・非再開の関係性 ―
ケースコントロール研究―』

―受賞論文―

　現在、入院患者さんへの面会は在室
許可証登録者の方のみとなっています。
　面会の際は、不織布マスクの着用、
手指消毒など病棟での感染対策にご協
力いただき、必ずスタッフステーションに
お声掛けください。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

登録者の方は、来院時に在室許
可証を忘れずにお持ちください

面会制限について（お願い）

　

当
院
の
緑
化
活
動
へ
の
取
り
組

み
が
、
長
野
市
主
催
「
な
が
の
花

と
緑
大
賞
２
０
２
４
」
で
企
業
・

団
体
の
部 

大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
来
院
さ
れ
る
方
々
が
心

か
ら
く
つ
ろ
げ
る
「
癒
し
の
空
間
」

を
提
供
で
き

る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

心を込めて植栽しました

11/22

11/23
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おしらせ掲示板

▶ 歯科口腔外科で日帰り入院手術を
　 行っています

▶ リハビリテーション部職員の論文が
　 学術誌の最優秀論文賞に選ばれました

　歯科口腔外科では、静脈内鎮静法を用い
た抜歯・小手術を日帰り入院で行っていま
す。仕事や学業など日常生活への影響を最
小限に抑えて治療を受けていただけます。
　詳しくは歯科口腔外科外来へお問い合わ
せください。

　当院リハビリテーション部の小渕浩平 
作業療法士の論文が、学術誌『作業療法』
第42巻において最優秀論文賞に選ばれまし
た。

【お問い合わせ】
TEL：026-278-2031（代表）
※お電話は平日 15 時から 17 時
　までにお願いいたします。

え
た
花
々
は
、
昨
年
の
夏
の
暑
さ
と

こ
の
冬
の
寒
さ
に
耐
え
て
育
ち
、
春

に
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花

の
役
割
は
人
の
心
を
癒
す
こ
と
で
あ

り
、
暑
さ
や
寒
さ
を
乗
り
越
え
て
咲

く
〝
癒
し
の
波
動
〞
が
多
く
の
人
の

心
に
届
き
ま
す
よ
う
に
…
と
の
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
花
壇
に
は
、
ビ
オ
ラ
（
5
種
類
）

と
ダ
イ
ア
ン
サ

ス
を
合
わ
せ
て

約
2
0
0
本
植

え
ま
し
た
。
優

し
い
色
合
い
に

植
栽
さ
れ
た
中

庭
花
壇
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
22
日
が
〝
い
い
（
11
）
ふ
じ

（
22
）〞
で
「
長
野
県
り
ん
ご
の
日
」

で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
J
A
グ

リ
ー
ン
長
野
様
よ
り
り
ん
ご
（
サ
ン

ふ
じ
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
院
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野 

栗
林
代
表
理

事
組
合
長
様
よ
り
瀧
澤
統
括
院
長
へ

り
ん
ご
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
り
ん
ご
は
毎
年
寄
贈
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
年
は
害
虫
に
よ
る
被
害
が

あ
っ
た
も
の
の
、
立
派
な
り
ん
ご
が

で
き
あ
が
っ
た
そ
う
で
す
。
い
た
だ

い
た
り
ん
ご
は
入
院
患
者
さ
ん
の
お

食
事
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様
、
り
ん
ご

を
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
生
産
者
の

皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
附
属
若
穂
病
院
第
15
回
健
康
ま
つ

り
を
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
に
開
催

し
ま
し
た
。

　
三
澤
卓
夫 

循
環
器
内
科
部
長
が

心
不
全
の
治
療
に
つ
い
て
医
療
講
演

を
行
っ
た
ほ
か
、
医
師
へ
の
医
療
相

談
、
保
健
師
・
看
護
師
に
よ
る
血
圧
・

体
脂
肪
な
ど
の
測
定
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
若
穂
幼
稚
園
の

園
児
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
の
披
露
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
、
長
野
松
代
総

合
病
院
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
歌
や
演
奏
に

は
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野

様
よ
り
り
ん
ご
、
J
A
グ
リ
ー
ン
長

野
女
性
部
若
穂
総
支
部
様
か
ら
は
ア

ル
ミ
缶
収
集
の

収
益
金
で
購
入

し
た
「
床
置
き

型
手
す
り
」
が

寄
贈
さ
れ
、
熊

木
院
長
が
感
謝

の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
　

提
供
し
、
女

性
を
中
心
に

多
く
の
方
が

美
容
医
療
に

つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
ま
た
、
心

肺
蘇
生
法
に

つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
救
急
フ
ェ
ア
、
書
道
家
の

伊
藤
倫
さ
ん
に
好
き
な
文
字
を
書
い

て
も
ら
う
書
道
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
盛

況
で
し
た
。
中
庭
で
は
当
院
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
行

い
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
屋
外
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
お
祭
り
ひ
ろ
ば
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
、
消
防
車
・
救
急
車
見

学
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

　
園
芸
福
祉
あ
ん
ず
の
会
様
、
J
A

グ
リ
ー
ン
長
野
女
性
部
松
代
総
支
部

の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
中
庭

花
壇
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
は
あ
ん
ず
の
会

の
方
に
作
成
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
回
の
メ
イ
ン
花
壇
の
テ
ー
マ

は
『
癒
し
の
波
動
』
で
す
。
今
回
植

中
庭
花
壇
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　り
ん
ご
寄
贈

附
属
若
穂
病
院

　
　
　

  

第
15
回
健
康
ま
つ
り 

開
催

　
模
擬
医
療
機

器
を
使
っ
た
内

視
鏡
手
術
体
験

コ
ー
ナ
ー
で

は
、
来
場
者
は

画
面
を
見
な
が

ら
手
術
機
器
の

操
作
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
粉
末
飲
料
や
ラ
ム
ネ
菓
子

な
ど
を
薬
に
見
立
て
た
調
剤
体
験
で

は
、
自
分
専
用
の
「
お
薬
」
を
作
る

こ
と
が
で
き
、
昨
年
と
同
様
、
親
子

連
れ
の
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
様
々
な
細
菌
を
ア
ニ
メ

で
紹
介
し
、
来
場
者
が
顕
微
鏡
を
覗

い
て
細
菌
を
探
す
検
査
技
師
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

　
人
気
企
画
の
院
内
ツ
ア
ー
に
は
、

屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
飛
来
し
た
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
間
近
で
見
学
し
よ
う
と

多
く
の
来
場
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

機
内
を
見
学
し
た
り
記
念
撮
影
を

行
っ
た
り
と
貴
重
な
機
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
形
成
外
科
に
よ
る
美
容
フ
ェ
ア
で

は
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
用
品
の
販
売
を

行
っ
た
ほ
か
、
宮
澤
季
美
江 

形
成

外
科
部
長
が
「
ス
イ
ー
ツ
セ
ミ

ナ
ー
」
と
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
聴

講
者
に
は
焼
き
菓
子
と
ド
リ
ン
ク
を

　
第
27
回
病
院
祭
・
医
療
展
を
10
月

13
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
『
共
に
創
る
健
康
な
地
域
社
会

〜
長
野
松
代
総
合
病
院
の
挑
戦
〜
』

を
テ
ー
マ
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
お
よ
そ
2
5
0
0
人
も
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
笠
原
邦
茂 

歯
科
口
腔
外
科
部

長
と
神
林
玄
隆 

総
合
診
療
科
部
長

が
医
療
講
演
を
行
い
、
口
腔
内
や
腸

の
健
康
と
全
身
の
病
気
の
関
係
に
つ

い
て
解
説
し
ま
し
た
。
生
活
習
慣
の

改
善
な
ど
日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ

や
す
い
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
し
ま
し

た
。

　
各
診
療
科
の
パ
ネ
ル
展
示
で
は
病

気
の
治
療
な
ど
に
つ
い
て
、
職
員
が

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
模
型
な
ど
を
使
用

し
な
が
ら
来
場
者
へ
説
明
を
行
な
い

ま
し
た
。

第
27
回
病
院
祭
・
医
療
展 

開
催

ト
ピ
ッ
ク
ス

贈呈式（写真上：本院、写真下：若穂病院）

満席となったブラスバンド部演奏

受賞した小渕
作業療法士

医療講演を行う小笠原部長
（写真上）と神林部長（写真下）

屋上ヘリポートでのドクターヘリ見学

顕微鏡を覗いて細菌を探そう

『急性期病床入院中の脳損傷者に
対するドライビングシミュレー
ターを用いた自動車運転評価と
運転再開・非再開の関係性 ―
ケースコントロール研究―』

―受賞論文―

　現在、入院患者さんへの面会は在室
許可証登録者の方のみとなっています。
　面会の際は、不織布マスクの着用、
手指消毒など病棟での感染対策にご協
力いただき、必ずスタッフステーションに
お声掛けください。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

登録者の方は、来院時に在室許
可証を忘れずにお持ちください

面会制限について（お願い）

　

当
院
の
緑
化
活
動
へ
の
取
り
組

み
が
、
長
野
市
主
催
「
な
が
の
花

と
緑
大
賞
２
０
２
４
」
で
企
業
・

団
体
の
部 

大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
来
院
さ
れ
る
方
々
が
心

か
ら
く
つ
ろ
げ
る
「
癒
し
の
空
間
」

を
提
供
で
き

る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

心を込めて植栽しました

11/22

11/23
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長野オリンピック
スタジアム

川中島
古戦場

ホワイトリング

ビッグハット エムウェーブ

アクアウィング善光寺
県
庁 千

曲
川

上信越自動車道

裾花川

犀川
R19

R19

R18

R403

篠ノ井

長野

更埴IC

長野IC

須坂
長野東IC

更埴JCT
長野松代総合病院

附属ちくま診療所

附属若穂病院

JAビル診療所

JA長野厚生連
長野PET・画像診断センター

診 療 科 月 火 水 木 金 土

第1・3金曜日 金曜日火曜日

若
　
　
穂

内 科
総 合 診 療
小 児 科
外 科
整 形 外 科
そ の 他 診 療 科

＊診療時間：午前は8時30分～12時まで（新患受付時間は10時30分まで）。午後の診療時間は各科にお問い合わせください。　
＊内科北澤医師の新患受付時間は、水曜日13時～15時30分、金・土曜日8時30分～10時30分。　＊内科三澤医師の新患受付時間は16時まで。　
＊外科熊木医師の新患受付時間は11時まで。　＊整形外科の火・木・金曜日の新患受付時間は10時30分まで。　＊泌尿器科の新患受付時間は15時30分まで。　
＊時間内（8時30分～17時）は救急対応も致します。　＊その他診療科の担当医師については各科にお問い合わせください。

第
２
・
第
４
・
第
５
土
曜
日
は

休
診
と
な
り
ま
す

北澤・田中
　　　　　　 （15：00～17：00)

望月
（第2・要問い合わせ)

熊木 熊木

脳神経外科皮膚科
 （15:00～17：00）

泌尿器科
 （14：00～16：00）

中村 中村 中村 堀内・瀧澤
（第1)　　（第3)

熊木 熊木 熊木

池野

新井・三澤
　　　　　　 （15：00～17：00)

新井・北澤
　　　　　　 （13：00～17：00) 石津 北澤

熊木 熊木 熊木

池野

熊木 北澤北澤

ち
く
ま
診
療
所

診療時間 14：30～17：00 診療時間 15：00～17：00（要予約）
住所：千曲市森 1401-7
TEL：026-273-8511

住所：長野市若里 6-6-10　TEL：0120-780-336

住所：長野市南長野北石堂町1177-3
TEL：026-236-2396

住所：長野市若穂綿内 7615-1　　TEL：026-282-7111

  2月  7日　・　21日

  3月  7日　・　21日

  4月  4日　・　18日

Ｊ
Ａ
ビ
ル
診
療
所

内科

内科以外
外科、整形外科、脳神経外科、
皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科
の医師が診療を行います。担当
医師については直接お問い合わ
せください。

附属若穂病院外来診療案内

ちくま診療所診療案内

JA長野厚生連長野PET・画像診断センター

JAビル診療所診療案内

（2025年1月1日現在）

（内科） （整形外科）

月によって担当医が変わります。各診療所にお問い合わせください。

まちのお医者さん を紹介します
　当院では地域の診療所との連携を密に、役割に応じた医療の提
供を行っております。地域でご活躍されている開業医の皆さまを
ご紹介します。

　1963年に祖父が開業し、1982年に父
が継承いたしました。2020年から私と
夫の大林賢史が長野に来て、父と3人
で診療を行っておりましたが、私ども
が来てまもなく父のがんが発覚して治
療に専念することになり、2021年に私
どもが事業継承いたしました。

　私ども啓成会グループでは、岡田内科のほか、北長池に老人
保健施設（コンフォート岡田）、西鶴賀町に特別養護老人ホーム
（コンフォートにしつるが）、介護付き有料老人ホーム（コンフ
ォートごんどう）など介護事業も多く行っています。医療と介護
のプロフェッショナルとして地域貢献をしたいと思っています。

　糖尿病内科と循環器内科を専門として標榜
していますが、在宅医療にも力を入れていま
す。スタッフが一丸となって、患者様が安心
できる医療を提供していきます。2024年3月に
新クリニック棟での診療を開始し、患者様を
明るい雰囲気でお迎えできるようにスタッフ
一同、心がけています。

開業のきっかけ開業のきっかけ 特徴特徴

医療法人啓成会　岡田内科

医療法人啓成会　岡田内科

［診療科目］  内科、糖尿病内科、循環器内科、在宅診療
［休 診 日］  水曜日午後、土曜日午後、日曜日、祝日

［ホームページアドレス］https://kmhg.jp/list/okadanaika/

〒380-0814 長野市西鶴賀町1528
TEL：026-235-1788

地域の方へひとこと

院長：大林　英子 先生

ほうれん草の海苔巻き
（1人分：65kcal、塩分0.6g）

　
ほ
う
れ
ん
草
は
、
β-

カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
、

Ｂ2
、
Ｃ
、
Ｋ
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ
ウ
ム
、
鉄
、
葉
酸

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
み
、
風
邪
予
防
に
効
果
的

な
緑
黄
色
野
菜
で
す
。
ほ
う
れ
ん
草
は
年
中
出
回
っ
て
い

ま
す
が
、
冬
採
り
の
も
の
は
「
寒
締
め
」
と
呼
ば
れ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
（
＊
）
が
よ
り
豊
富
で
す
。
収
穫
前
に
あ
え
て

冬
の
寒
さ
に
あ
て
て
栽
培
し
た
も
の
は
、
甘
み
が
増
し
、

栄
養
価
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
ほ
う
れ
ん
草
の
品
種
は
、
東
洋
種
・
西
洋
種
・
混
合
種

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
東
洋
種
は
葉
肉
が
薄
く
、
ア
ク

が
少
な
い
た
め
、
お
ひ
た
し
で
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

西
洋
種
は
葉
が
丸
く
、
肉
厚
な
た
め
、
炒
め
物
な
ど
に
向

い
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
そ
の
両
方
を
掛
け
合
わ
せ
た
混

合
種
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
ほ
う
れ
ん
草

は
シ
ュ
ウ
酸
な
ど
の
ア
ク
が
あ
る
た
め
、
下
茹
で
す
る
の

が
基
本
で
し
た
が
、
現
在
の
混
合
種
は
ア
ク
が
少
な
い

た
め
下
茹
で
し
な
く
て
も
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ほ
う
れ
ん
草
を
選
ぶ
際
は
、
葉
の
色
が
濃
く
、
葉
先

ま
で
ピ
ン
と
し
て
い
て
、
軸
が
短
め
で
、
根
の
赤
み
が

鮮
や
か
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
保
存
す
る
際
は
、

湿
ら
せ
た
新
聞
紙
で
ほ
う
れ
ん
草
を
包
み
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
、
野
菜
室
で
立
て
て
保
存
し
ま
す
。

　
茹
で
る
際
は
、
ほ
う
れ
ん
草
の
根
元
に
十
字
の
切
り

込
み
を
入
れ
、
塩
を
入
れ
た
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
で
１
分

茹
で
ま
す
。
茹
で
た
ほ
う
れ
ん
草
は
、
流
水
で
冷
や
す

と
き
れ
い
な
色
が
保
て
る
上
に
、
ア
ク
を
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
茹
で
る
と
か
さ
が
減
り
、
た
く
さ

ん
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
食
物
繊
維
を
豊
富
に

摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈 

作
り
方 

〉 

〈 

ポ
イ
ン
ト 

〉 

①　人参はちくわの長さと太さに合わせてカットし茹でる。
　ほうれん草は1分ほどさっと茹で、しっかりと水分を絞る。
②　海苔の上にほうれん草と、人参を挿したちくわをのせる。
③　しっかりと巻いて、巻き終わりを下にして数分ほど置いて
からカットする。

④　お好みで醤油やポン酢をかけるとよりおいしく食べてい
ただけます。

● ほうれん草の水分はしっかりと絞りましょう。
● 巻いたらすぐカットせず、数分ほど置いてからカットすると、
きれいな断面になります。

● 海苔はさっと火であぶると香りが豊かになります。

＊
ビ
タ
ミ
ン
C…

鉄
分
の
吸
収
を
助
け
、
貧
血
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
茹
で
た
ほ
う
れ
ん

草
１
０
０
ｇ
の
中
に
69
ｇ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
熱
に
弱
い
た
め
、
短
時
間
で
茹
で
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
茹

で
時
間
が
１
分
で
あ
れ
ば
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
あ
ま
り
減
少
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献
：
日
本
文
芸
社
「
あ
た
ら
し
い
栄
養
事
典
」

～ほうれん草～～ほうれん草～

〈 

材
料
：
２
人
分 

〉 

１袋
15ｇ
２本
２枚

・ほうれん草
・人参 
・ちくわ
・焼き海苔＊第3土曜日は休診日 ＊木曜日午後は在宅診療・検査のみ

啓成会グループ
岡田内科
ホームページ

（予定） （予定）

長野松代総合病院職員の講演・学会発表一覧（2024.9～2024.11）

・内側楔状開大型高位脛骨骨切り術患者の術後 Knee injury and 
Osteoarthritis Outcome Scoreに影響する術前因子

・両側同時人工膝関節全置換術後の歩行自立日数に影響する術前因子
の検討

・MASLDに対する内視鏡的胃内バルーン留置術の有用性の検討

・　　　　　　　　　　　　　　　　　の同定に苦慮した慢性閉塞性
肺疾患の1例

・Nutrition Support Team介入患者における血清亜鉛値と栄養指標
項目との関係

・Nutrition Support Team介入患者における血清亜鉛値と栄養指標
項目との関係

・当院HCU患者の転帰先の予測指標としてのFunctional　Status 
Score for the ICU使用の有用性の検討

・回復期リハビリテーション病棟における低体重（BMI20kg/m2以下）
患者の栄養管理について

・薬剤師によるニルマトレルビル錠／リトナビル錠の処方支援

・甲状腺の胸腺様分化を示す癌（CASTLE）の1例

・Associations between health-related quality of life and 
meaningful activity among community-dwelling older 
adults: A cross-sectional study

・Predicting Outcomes in Acute Stroke Patients at 2 Weeks 
Post-Admission Using Decision Tree Analysis

・帯状疱疹後神経炎による重度上肢麻痺に対する作業療法

・通所リハビリテーションにおけるリハビリテーション会議の有効活用
によりADLが向上した超高齢要介護者の1例

学会発表 学会名 開催地
リハビリテーション部

リハビリテーション部

消化器内科

臨床検査病理部

臨床検査病理部

臨床検査病理部

リハビリテーション部

栄養管理部

薬 剤 部

臨床検査病理部

リハビリテーション部

リハビリテーション部

リハビリテーション部

リハビリテーション部

竹 内 誠 貴

小 林 柾 貴

前 川 　 智

小 林 加 奈

竹 内 文 奈

竹 内 文 奈

関 　 幸 尋

山 本 久 美

長 田 和 士

大 谷 里 美

小 渕 浩 平

小宮山貴也

町 田 智 紀

青 木 貴 志

第12回日本運動器理学療法学会学術大会

第12回日本運動器理学療法学会学術大会

第45回日本肥満学会・第42回日本肥満症治療
学会学術集会

2024年度日臨技　関甲信支部・首都圏支部
医学検査学会（第60回）

2024年度日臨技　関甲信支部・首都圏支部
医学検査学会（第60回）

第73回日本農村医学会学術総会

第73回日本農村医学会学術総会

第73回日本農村医学会学術総会

第34回日本医療薬学会年会

第63回日本臨床細胞学会秋期大会

第8回アジア太平洋作業療法学会

第8回アジア太平洋作業療法学会

第58回日本作業療法学会

第11回日本地域理学療法学会学術大会

横浜市

横浜市

横浜市

軽井沢町

軽井沢町

新 潟 市

新潟市

新潟市

千葉市

千葉市

札幌市

札幌市

札幌市

高槻市

2024.9

2024.9

2024.10

2024.10

2024.10

2024.10

2024.10

2024.10

2024.11

2024.11

2024.11

2024.11

2024.11

2024.11

Elizabethkingia meningoseptica
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長野オリンピック
スタジアム

川中島
古戦場

ホワイトリング

ビッグハット エムウェーブ

アクアウィング善光寺
県
庁 千

曲
川

上信越自動車道

裾花川

犀川
R19

R19

R18

R403

篠ノ井

長野

更埴IC

長野IC

須坂
長野東IC

更埴JCT
長野松代総合病院

附属ちくま診療所

附属若穂病院

JAビル診療所

JA長野厚生連
長野PET・画像診断センター

診 療 科 月 火 水 木 金 土

第1・3金曜日 金曜日火曜日

若
　
　
穂

内 科
総 合 診 療
小 児 科
外 科
整 形 外 科
そ の 他 診 療 科

＊診療時間：午前は8時30分～12時まで（新患受付時間は10時30分まで）。午後の診療時間は各科にお問い合わせください。　
＊内科北澤医師の新患受付時間は、水曜日13時～15時30分、金・土曜日8時30分～10時30分。　＊内科三澤医師の新患受付時間は16時まで。　
＊外科熊木医師の新患受付時間は11時まで。　＊整形外科の火・木・金曜日の新患受付時間は10時30分まで。　＊泌尿器科の新患受付時間は15時30分まで。　
＊時間内（8時30分～17時）は救急対応も致します。　＊その他診療科の担当医師については各科にお問い合わせください。

第
２
・
第
４
・
第
５
土
曜
日
は

休
診
と
な
り
ま
す

北澤・田中
　　　　　　 （15：00～17：00)

望月
（第2・要問い合わせ)

熊木 熊木

脳神経外科皮膚科
 （15:00～17：00）

泌尿器科
 （14：00～16：00）

中村 中村 中村 堀内・瀧澤
（第1)　　（第3)

熊木 熊木 熊木

池野

新井・三澤
　　　　　　 （15：00～17：00)

新井・北澤
　　　　　　 （13：00～17：00) 石津 北澤

熊木 熊木 熊木

池野

熊木 北澤北澤

ち
く
ま
診
療
所

診療時間 14：30～17：00 診療時間 15：00～17：00（要予約）
住所：千曲市森 1401-7
TEL：026-273-8511

住所：長野市若里 6-6-10　TEL：0120-780-336

住所：長野市南長野北石堂町1177-3
TEL：026-236-2396

住所：長野市若穂綿内 7615-1　　TEL：026-282-7111

  2月  7日　・　21日

  3月  7日　・　21日

  4月  4日　・　18日

Ｊ
Ａ
ビ
ル
診
療
所

内科

内科以外
外科、整形外科、脳神経外科、
皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科
の医師が診療を行います。担当
医師については直接お問い合わ
せください。

附属若穂病院外来診療案内

ちくま診療所診療案内

JA長野厚生連長野PET・画像診断センター

JAビル診療所診療案内

（2025年1月1日現在）

（内科） （整形外科）

月によって担当医が変わります。各診療所にお問い合わせください。

まちのお医者さん を紹介します
　当院では地域の診療所との連携を密に、役割に応じた医療の提
供を行っております。地域でご活躍されている開業医の皆さまを
ご紹介します。

　1963年に祖父が開業し、1982年に父
が継承いたしました。2020年から私と
夫の大林賢史が長野に来て、父と3人
で診療を行っておりましたが、私ども
が来てまもなく父のがんが発覚して治
療に専念することになり、2021年に私
どもが事業継承いたしました。

　私ども啓成会グループでは、岡田内科のほか、北長池に老人
保健施設（コンフォート岡田）、西鶴賀町に特別養護老人ホーム
（コンフォートにしつるが）、介護付き有料老人ホーム（コンフ
ォートごんどう）など介護事業も多く行っています。医療と介護
のプロフェッショナルとして地域貢献をしたいと思っています。

　糖尿病内科と循環器内科を専門として標榜
していますが、在宅医療にも力を入れていま
す。スタッフが一丸となって、患者様が安心
できる医療を提供していきます。2024年3月に
新クリニック棟での診療を開始し、患者様を
明るい雰囲気でお迎えできるようにスタッフ
一同、心がけています。

開業のきっかけ開業のきっかけ 特徴特徴

医療法人啓成会　岡田内科

医療法人啓成会　岡田内科

［診療科目］  内科、糖尿病内科、循環器内科、在宅診療
［休 診 日］  水曜日午後、土曜日午後、日曜日、祝日

［ホームページアドレス］https://kmhg.jp/list/okadanaika/

〒380-0814 長野市西鶴賀町1528
TEL：026-235-1788

地域の方へひとこと

院長：大林　英子 先生

ほうれん草の海苔巻き
（1人分：65kcal、塩分0.6g）

　
ほ
う
れ
ん
草
は
、
β-

カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
、

Ｂ2
、
Ｃ
、
Ｋ
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ
ウ
ム
、
鉄
、
葉
酸

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
み
、
風
邪
予
防
に
効
果
的

な
緑
黄
色
野
菜
で
す
。
ほ
う
れ
ん
草
は
年
中
出
回
っ
て
い

ま
す
が
、
冬
採
り
の
も
の
は
「
寒
締
め
」
と
呼
ば
れ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
（
＊
）
が
よ
り
豊
富
で
す
。
収
穫
前
に
あ
え
て

冬
の
寒
さ
に
あ
て
て
栽
培
し
た
も
の
は
、
甘
み
が
増
し
、

栄
養
価
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
ほ
う
れ
ん
草
の
品
種
は
、
東
洋
種
・
西
洋
種
・
混
合
種

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
東
洋
種
は
葉
肉
が
薄
く
、
ア
ク

が
少
な
い
た
め
、
お
ひ
た
し
で
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

西
洋
種
は
葉
が
丸
く
、
肉
厚
な
た
め
、
炒
め
物
な
ど
に
向

い
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
そ
の
両
方
を
掛
け
合
わ
せ
た
混

合
種
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
ほ
う
れ
ん
草

は
シ
ュ
ウ
酸
な
ど
の
ア
ク
が
あ
る
た
め
、
下
茹
で
す
る
の

が
基
本
で
し
た
が
、
現
在
の
混
合
種
は
ア
ク
が
少
な
い

た
め
下
茹
で
し
な
く
て
も
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ほ
う
れ
ん
草
を
選
ぶ
際
は
、
葉
の
色
が
濃
く
、
葉
先

ま
で
ピ
ン
と
し
て
い
て
、
軸
が
短
め
で
、
根
の
赤
み
が

鮮
や
か
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
保
存
す
る
際
は
、

湿
ら
せ
た
新
聞
紙
で
ほ
う
れ
ん
草
を
包
み
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
、
野
菜
室
で
立
て
て
保
存
し
ま
す
。

　
茹
で
る
際
は
、
ほ
う
れ
ん
草
の
根
元
に
十
字
の
切
り

込
み
を
入
れ
、
塩
を
入
れ
た
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
で
１
分

茹
で
ま
す
。
茹
で
た
ほ
う
れ
ん
草
は
、
流
水
で
冷
や
す

と
き
れ
い
な
色
が
保
て
る
上
に
、
ア
ク
を
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
茹
で
る
と
か
さ
が
減
り
、
た
く
さ

ん
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
食
物
繊
維
を
豊
富
に

摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈 

作
り
方 

〉 

〈 

ポ
イ
ン
ト 

〉 

①　人参はちくわの長さと太さに合わせてカットし茹でる。
　ほうれん草は1分ほどさっと茹で、しっかりと水分を絞る。
②　海苔の上にほうれん草と、人参を挿したちくわをのせる。
③　しっかりと巻いて、巻き終わりを下にして数分ほど置いて
からカットする。

④　お好みで醤油やポン酢をかけるとよりおいしく食べてい
ただけます。

● ほうれん草の水分はしっかりと絞りましょう。
● 巻いたらすぐカットせず、数分ほど置いてからカットすると、
きれいな断面になります。

● 海苔はさっと火であぶると香りが豊かになります。

＊
ビ
タ
ミ
ン
C…

鉄
分
の
吸
収
を
助
け
、
貧
血
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
茹
で
た
ほ
う
れ
ん

草
１
０
０
ｇ
の
中
に
69
ｇ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
熱
に
弱
い
た
め
、
短
時
間
で
茹
で
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
茹

で
時
間
が
１
分
で
あ
れ
ば
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
あ
ま
り
減
少
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献
：
日
本
文
芸
社
「
あ
た
ら
し
い
栄
養
事
典
」

～ほうれん草～～ほうれん草～

〈 

材
料
：
２
人
分 

〉 

１袋
15ｇ
２本
２枚

・ほうれん草
・人参 
・ちくわ
・焼き海苔＊第3土曜日は休診日 ＊木曜日午後は在宅診療・検査のみ

啓成会グループ
岡田内科
ホームページ

（予定） （予定）

長野松代総合病院職員の講演・学会発表一覧（2024.9～2024.11）

・内側楔状開大型高位脛骨骨切り術患者の術後 Knee injury and 
Osteoarthritis Outcome Scoreに影響する術前因子

・両側同時人工膝関節全置換術後の歩行自立日数に影響する術前因子
の検討

・MASLDに対する内視鏡的胃内バルーン留置術の有用性の検討

・　　　　　　　　　　　　　　　　　の同定に苦慮した慢性閉塞性
肺疾患の1例

・Nutrition Support Team介入患者における血清亜鉛値と栄養指標
項目との関係

・Nutrition Support Team介入患者における血清亜鉛値と栄養指標
項目との関係

・当院HCU患者の転帰先の予測指標としてのFunctional　Status 
Score for the ICU使用の有用性の検討

・回復期リハビリテーション病棟における低体重（BMI20kg/m2以下）
患者の栄養管理について

・薬剤師によるニルマトレルビル錠／リトナビル錠の処方支援

・甲状腺の胸腺様分化を示す癌（CASTLE）の1例

・Associations between health-related quality of life and 
meaningful activity among community-dwelling older 
adults: A cross-sectional study

・Predicting Outcomes in Acute Stroke Patients at 2 Weeks 
Post-Admission Using Decision Tree Analysis

・帯状疱疹後神経炎による重度上肢麻痺に対する作業療法

・通所リハビリテーションにおけるリハビリテーション会議の有効活用
によりADLが向上した超高齢要介護者の1例

学会発表 学会名 開催地
リハビリテーション部

リハビリテーション部

消化器内科

臨床検査病理部

臨床検査病理部

臨床検査病理部

リハビリテーション部

栄養管理部

薬 剤 部

臨床検査病理部

リハビリテーション部

リハビリテーション部

リハビリテーション部

リハビリテーション部

竹 内 誠 貴

小 林 柾 貴

前 川 　 智

小 林 加 奈

竹 内 文 奈

竹 内 文 奈

関 　 幸 尋

山 本 久 美

長 田 和 士

大 谷 里 美

小 渕 浩 平

小宮山貴也

町 田 智 紀

青 木 貴 志

第12回日本運動器理学療法学会学術大会

第12回日本運動器理学療法学会学術大会

第45回日本肥満学会・第42回日本肥満症治療
学会学術集会

2024年度日臨技　関甲信支部・首都圏支部
医学検査学会（第60回）

2024年度日臨技　関甲信支部・首都圏支部
医学検査学会（第60回）

第73回日本農村医学会学術総会

第73回日本農村医学会学術総会

第73回日本農村医学会学術総会

第34回日本医療薬学会年会

第63回日本臨床細胞学会秋期大会

第8回アジア太平洋作業療法学会

第8回アジア太平洋作業療法学会

第58回日本作業療法学会

第11回日本地域理学療法学会学術大会

横浜市

横浜市

横浜市

軽井沢町

軽井沢町

新 潟 市

新潟市

新潟市

千葉市

千葉市

札幌市

札幌市

札幌市

高槻市

2024.9

2024.9

2024.10

2024.10

2024.10

2024.10

2024.10

2024.10

2024.11

2024.11

2024.11

2024.11

2024.11

2024.11

Elizabethkingia meningoseptica
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〔長野松代総合病院理念〕
［基本理念］
  地域社会を背景とし、環境にも配慮した、安全で良質な医療への、いきいきとした挑戦
［基本方針］
  1.　質の高い愛のある誠実な医療・保健・福祉事業の推進による社会への貢献
  2.　人と人との信頼の創造と、患者・医療者間の権利・義務の遵守
  3.　現場からの持続的研究（RESEARCH）にもとづいた医療（CARE・CURE）の実践

冬の皆神山（屋上ヘリポートより）

を行っています/リハビリテーション部職員の論
文が最優秀論文賞に選ばれました/面会制限）
トピックス（第27回病院祭・医療展開催、中庭
花壇植え替え、JAグリーン長野様よりりんご
寄贈、附属若穂病院第15回健康まつり開催）
旬を味わう「ほうれん草」
長野松代総合病院職員の講演・学会発表一覧
まちのお医者さんを紹介します 
外来診療案内（若穂、ちくま診療所、 JAビル診療所）
外来診療案内（松代）

2
4
5

6

7
7

8

8
10
10
11
11
12

毎年人間ドックを受けましょう　精密検査も
忘れずに　ー健診を活かして健康長寿にー
認知症を防ぐにはどうすればいい？
漢方薬で癒すこころとカラダ⑱
知っておきたい診療技術「忘れないで　ワク
チンの効果」
すぐに役立つ医療の知識　シリーズ たばこ
の有害性④「たばこと皮膚障害」
健康ガイド「冬の歩き方のコツを理解して転倒を予防しよう」
おしらせ掲示板（歯科口腔外科で日帰り入院手術

URL https://www.nagano-matsushiro.or.jp

外来診療案内外来診療案内 （2025年1月1日現在）
■全科予約診療を行っています■
■急患の場合はいつでも対応します■

総 合 診 療

専門的な治療診 療 科

呼 吸 器

消 化 器

循 環 器

神 経

糖 尿 病 代 謝

肺がんセンター(外科系)

ダ イ エ ット

心療内科・精神科

脳神経外科
心臓血管外科

皮膚科・アレルギー科

耳鼻咽喉科
放 射 線 科
麻 酔 科

一 般

思春期漢方外来

脊椎・脊髄疾患

上肢（肩・肘・手指）疾患

スポーツ障害

外傷・一般整形

形 成

美 容

月 火 水 木 金 土

顎機能再建・
インプラント
センター

ペインクリニック

歯科口腔外科

泌 尿 器 科

第
１
・
第
３
・
第
５
土
曜
日
は
休
診
と
な
り
ま
す

外
来
診
療
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
。
但
し
、
心
療
内
科
・
小
児
科
・
形
成
外
科
・
皮
膚
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
歯
科
口
腔
外
科
は
、

午
後
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
る
日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小 児 科

内 科

外 科

整 形 外 科

リウマチ科

形成外科・美容外科

横関・轟
信大医師

宮原・横関 田中宮原・田中
横関

新澤・安原

中田

瀧澤 豊田・瀧澤・倉石瀧澤・山﨑

豊田・中井

瀧澤（第2）・堀内山﨑

渡邉・春日

沖田 中田・黒岩

渡邉・春日

豊田・堀内

沖田・黒岩

渡邉・春日

中田

瀧澤
松永
望月

瀧澤
松永
山﨑
中井

北原
豊田
堀内

中村（PM） 

松永
望月

尾﨑（第2・4）

中井
山﨑

松永
中村
瀧澤（第2）

望月（第2）

尾﨑（第2・4）

堀内

瀧澤
北原
豊田
倉石

中村（PM） 

澤口（11：30まで）

望月 信大医師信大医師

瀧澤（11：30まで）

三澤

前川 前川 安原（第1・3・5） 前川

清水
（第3予約制）

宮澤
（予約制PM）

宮澤
（予約制PM）

信大医師
（12：00まで）

交替制 交替制

手術日（第2・4）
柚木（第4）

鬼頭 鬼頭 鬼頭 鬼頭

村田（読影）

澤口（11：30まで）

長田（AM）
長田（予約制PM）

長田（AM）
長田（予約制PM）

土屋
（不定期・予約制）

瀧澤（11：30まで）
信大医師（第1・3・5）
瀧澤（第2・4）
（11:30まで）

前川
（外来に要問合せ）

前川
（外来に要問合せ）

前川
（外来に要問合せ）

岡田 岡田 岡田（AM/PM）

沖田

岡田

酒井

瀧澤（AM/PM) 瀧澤（AM/PM） 瀧澤（11:30まで）

矢野
（11：00まで/PM）

矢野
（11：00まで） 矢野矢野

（11：00まで）
田澤

（11：00まで）

澤口（11：30まで） 澤口（11：30まで）

長田（AM）

中田

新澤・安原

中田 沖田 中田

信大医師

酒井（予約制PM）

清水（AM）
信大医師（AM）
池野（PM）

（予約制）

（予約制）

（初診受付10：00まで）

池野（AM）
清水（PM）

清水（AM/PM）
信大医師（AM）

池野（PM） 池野（AM）池野（AM/PM）池野（PM）

池野（AM/PM）
清水（AM） 池野・清水

村田（読影）

中村 中村中村・村岡 中村中村・信大医師

澤口（11：30まで） 澤口（予約制）

三澤

酒井

長峯（第2）

村田（読影） 村田（読影） 村田（読影） 村田（読影）

田中轟

乳腺・甲状腺センター
乳腺内分泌（甲状腺）

消化器病センター 
消化器

清水（AM/PM）
信大医師（AM）

北原

南長野医療
センター医師

南長野医療
センター医師

中川
岡根谷（第3・5） 蜂谷中川・清水・蜂谷

中川・清水・蜂谷
信大医師（第1・3） 中川・清水・蜂谷 清水

山岸（第4）

長田（第1・4AM）
關（第3AM）
（9：30より）

新井
神林（PM）

佐藤
石津（PM）

神林 新井 新井
神林（第2・4）

新井・神林

信大医師（PM）

中田 中田

信大医師

信大医師
（13：00より）

宮澤（AM）
（11：00まで）

宮澤・星野
（予約制PM）

星野・吉野（AM）
（10：30まで）

交替制（AM）
（外来に要問合せ）
吉野（PM）

（13：30～15：30）

宮澤（AM）
（11：00まで）

吉野
（予約制PM）

星野・吉野（第2）
宮澤・星野（第4）
（予約制）

交替制（AM）
（外来に要問合せ）
星野・吉野（PM）
（13：30～15：30）

交替制
齋藤（第1・4）

小笠原・山藤
（AM）

深代（第2）
山藤（第2・4）
小笠原（第4）
（11：00まで）

交替制

新患

再診

新 患

再

　診

松                                   

代
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関節疾患・
人工関節センター

小笠原
（11：00まで）

小笠原・山藤
（11：00まで）

深代
（11：00まで）

小笠原・深代
（AM/PM）
山藤（予約制）

（　　　    　）11：00まで/
PM第1・3・5
土曜の週

＊内科の予約外患者の受付は午前11時まで。　＊心療内科は予約制となっておりますので事前に外来へお問い合わせください。　＊整形外科は初診・再診とも
に予約制となっております。初診の方は紹介状が必要です。　＊形成外科の午前診察（火・金・土曜日を除く）の予約外患者の受付は午前11時まで。ただし、水
曜日の予約外患者の受付は午前10時30分まで。　＊泌尿器科の初診の方の受付は午前10時まで。　＊産婦人科の予約外患者の受付は午前11時30分まで。
＊眼科の月曜日の診察は午前9時30分から。月～土曜日の予約外患者の受付は午前11時まで。木曜日の診察については外来へお問い合わせください。　
＊午後の診療：心療内科14時～15時30分・小児科14時～16時30分・形成外科13時30分～15時30分・皮膚科16時～17時・耳鼻咽喉科15時～16時・歯科口腔
外科14時15分～16時15分

南長野医療
センター医師
（第1・3・5）

長野日赤医師（第2・4）

深代・山藤
（AM/PM）
小笠原（予約制）
新保（第2）

冬

謹賀新年謹賀新年


